
特集  新設・改組のこれから

A

ら
」だ
。た
だ
し
、参
画
す
る
か
ら
に
は
、

高
等
教
育
、
文
科
行
政
、
社
会
動
向
の

知
識
を
備
え
、
教
員
に
対
し
て
説
得
力

の
あ
る
説
明
を
行
う
力
量
が
必
要
だ
。

　「検
討
組
織
の
権
限
」
は
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
結
局
、
執
行
部
や
教
授
会
の

反
対
に
あ
っ
た
場
合
、
改
革
が
進
ま
な

い
。
準
備
委
員
会
等
を
設
置
す
る
前
の

構
想
段
階
で
は
、
学
長
室
な
ど
を
統
括

部
署
と
し
、
法
人
が
全
権
を
委
任
す
る

の
が
妥
当
だ
。龍
谷
大
学
の
岡
田
氏
は
、

「
既
存
学
部
の
改
組
で
あ
っ
て
も
、
学

長
室
、
経
営
企
画
室
な
ど
第
三
者
の
統

括
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
る
。
当
該
学

部
の
事
務
室
と
比
べ
、
教
授
会
に
対
し

て
も
、
客
観
的
に
問
題
点
や
改
善
点
を

指
摘
し
や
す
い
の
が
そ
の
理
由
だ
。

      

日
頃
か
ら
関
係
を
築
き
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

　今
後
の
募
集
環
境
を
考
え
れ
ば
、
定

員
を
純
増
し
て
教
員
を
新
た
に
呼
び
込

む
「
増
設
」
は
減
り
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
」が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

所
属
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
教
員
か
ら

の
反
発
は
必
至
だ
。
ま
た
、「
学
部
等

連
係
課
程
」
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
を

使
っ
た
新
設
も
、負
担
増
の
懸
念
な
ど
、

抵
抗
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教

育
を
担
う
の
は
教
員
な
の
で
、
教
員
自

身
が
構
想
に
納
得
し
、
前
向
き
に
な
ら

な
い
と
、よ
い
教
育
は
提
供
で
き
な
い
。

【
図
表
６
】に
有
効
な
工
夫
例
を
示
し
た
。

　予
測
デ
ー
タ
を
示
し
て
組
織
改
編
の

必
然
性
を
説
明
す
る
、
京
都
産
業
大
学

が
取
っ
た
方
法
が
、ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

別
の
あ
る
大
学
で
は
、
当
初
は
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
教
員
陣
が
、
設
置
が
１

年
遅
れ
る
と
先
行
者
利
益
が
激
減
す
る

試
算
を
見
て
協
力
に
転
じ
た
。
関
西
国

際
大
学
の
よ
う
に
学
外
セ
ク
タ
ー
の
声

を
聞
き
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
教

育
像
を
提
示
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　甲
南
大
学
や
佐
賀
大
学
は
、
根
気
よ

く
説
明
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
甲
南
大

学
で
は
学
部
等
連
係
課
程
構
想
の
学
内

説
明
会
を
開
催
し
た
際
、「
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
」な
ど
、

厳
し
い
反
応
も
あ
っ
た
。し
か
し
、一
つ

ひ
と
つ
の
意
見
に
応
え
る
べ
く
、
し
く

み
を
整
備
し
て
い
っ
た
結
果
、
計
画
が

大
幅
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　前
提
と
し
て
、
教
員
・
職
員
間
の
日

常
的
な
関
係
性
の
構
築
が
重
要
だ
。
日

頃
か
ら
デ
ー
タ
を
交
え
て
教
育
や
大
学

の
将
来
に
つ
い
て
話
す
、
自
学
（
部
）

の
強
み
や
理
想
像
を
共
有
す
る
、
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

て
い
れ
ば
、議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

千
葉
工
業
大
学
の
よ
う
に
、
時
間
を
か

け
て
教
職
協
働
体
制
を
築
き
つ
つ
、
研

究
の
充
実
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
教

員
が
協
力
的
な
例
も
あ
る
（
P.
36
）。
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プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
。

　〝新
学
部
を
つ
く
れ
ば
学
生
が
集
ま

る
〞
時
代
は
と
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。

国
が
後
押
し
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー

ン
系
新
学
部
で
も
、
初
年
度
か
ら
未
充

足
の
ケ
ー
ス
も
あ
る（【
P.
４
図
表
８
】

参
照
）。
龍
谷
大
学
で
長
年
、
新
設
・

改
組
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
田
雄
介
入

試
部
長
（
P.
17
）
は
、「
教
員
が
や
り

た
い
教
育
を
看
板
に
す
る
『
プ
ロ
ダ
ク

ト
ア
ウ
ト
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
最
早

偏
差
値
上
位
校
な
ど
の
一
部
の
大
学
で

し
か
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

は
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
学

部
・
学
科
を
つ
く
る
『
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鉄
則
だ
。
教
員

の
発
案
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
数
年
に
新
設
・
改
組
を
手
掛
け
た
大
学
や
、新
設
・
改
組
の
経
験
豊
富
な
識
者
の
話
を
基
に
、

募
集
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
の
、設
置
構
想
、申
請
手
続
き
、広
報
に
つ
い
て
の
悩
み
に
答
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
新
設・改
組

学
内
の
検
討エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
意
思
決
定
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　入
り
口
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
集
ま

る
見
込
み
を
設
置
構
想
段
階
で
し
っ
か

り
調
査
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
近
隣
の

競
合
大
学
に
同
系
統
の
学
部
・
学
科
が

あ
れ
ば
、
そ
の
志
願
状
況
を
ま
と
め
、

自
学
の
優
位
性
を
示
す
。
公
私
立
大
学

で
は
申
請
時
に
説
明
を
求
め
ら
れ
る
内

容
だ
が
、
書
類
作
成
段
階
に
な
っ
て
か

ら
の
調
査
で
は
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
だ
構

想
と
は
言
え
な
い
。
地
方
大
学
で
あ
れ

ば
、
併
せ
て
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
都

市
部
の
動
向
も
調
べ
て
お
き
た
い
。
競

争
が
激
し
い
市
場
で
も
伸
び
て
い
る
大

学
の
施
策
は
次
の
一
手
の
参
考
に
な
る
。

　出
口
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
見
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。
高

校
生
の
「
人
気
」
は
、
今
現
在
の
社
会

状
況
に
影
響
さ
れ
が
ち
だ
が
、
構
想
中

の
新
学
部
が
卒
業
生
を
出
す
の
は
早
く

て
６
、
７
年
後
。
そ
れ
以
降
も
ニ
ー
ズ

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
な
け
れ
ば
、
学

生
の
就
職
・
就
業
が
危
う
い
。
特
に
資

格
系
は
要
注
意
だ
。
自
学
が
立
て
た
仮

説
に
つ
い
て
、
産
業
界
に
も
意
見
を
聞

い
て
お
き
た
い
。
佐
賀
大
学
は
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
の
構
想
に

あ
た
り
、
化
粧
品
関
連
企
業
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
甲
南
大
学
も
新
学
部
検

討
時
は
関
連
企
業
に
採
用
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
新
設
・

改
組
を
す
る
際
の
５
つ
の
鉄
則
を
【
図

表
１
】に
ま
と
め
た
。参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

新
設
な
ら
構
想
に
２
年
半
以
上
、

手
続
き
に
１
年
半
を
見
込
む
。

　申
請
・
届
出
手
続
き
自
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
文
科
省
の 

    ＊1

　
「
手
引
」
を

見
れ
ば
わ
か
る
。新
学
部
設
置
の
場
合
、

開
設
１
年
前
に
認
可
申
請
・
届
出
、     ＊2

　
事

前
相
談
が
必
要
な
計
画
で
あ
れ
ば
、
そ

の
半
年
前
ま
で
に
行
う
こ
と
が
標
準
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
。こ
の
・
・
・
・
・
・
・

事
前
相
談
の
時
点
で
、

詳
細
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
検
討
開
始
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
把
握
す
る
に

は
、
構
想
を
固
め
る
ま
で
に
要
す
る
期

間
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　経
験
者
に
聞
く
と
、
設
置
認
可
申
請

を
伴
う
新
設
の
、
構
想
着
手
か
ら
事
前

相
談
ま
で
の
期
間
は
「
２
年
半
以
上
」。

つ
ま
り
開
設
の
４
年
以
上
前
の
構
想
着

手
が
理
想
だ【
図
表
２
】。ま
ず
、入
り
口
、

出
口
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
、
１

年
以
上
か
け
、
構
想
を
あ
る
程
度
具
体

的
な
形
に
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
実
現

で
き
そ
う
な
中
核
教
員
と
職
員
を
数
人

そ
ろ
え
て
設
置
検
討
組
織
を
結
成
。
事

前
相
談
ま
で
の
１
年
半
で
、
設
置
の
趣

旨
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
開
設
科
目
、

担
当
教
員
、必
要
な
施
設
・
設
備
、投
入

す
る
経
費
な
ど
を
決
め
る
。
開
設
ま
で

４
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
が

危
う
く
な
っ
て
か
ら
の
動
き
出
し
で
は

「
体
力
」
が
持
た
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　【図
表
３
】
は
、
今
回
取
材
し
た
大

学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
だ
。
京
都
産
業

大
学
は
、
２
０
２
６
年
開
設
予
定
の
新

学
環
の
検
討
を
、
約
２
年
６
か
月
前
の

２
０
２
３
年
10
月
に
始
め
て
い
る
。
学

長
の
下
に
設
置
し
た
教
員
チ
ー
ム
・
事

務
局
に
よ
り
、
教
職
協
働
で
設
置
の
必

要
性
、
め
ざ
す
教
育
な
ど
を
検
討
。
関

係
学
部
長
や
事
務
長
等
と
の
意
見
交

換
、学
長
や
理
事
会
へ
の
提
案
を
経
て
、

２
０
２
４
年
３
月
に
、
大
枠
の
構
想
が

確
定
。
８
月
ま
で
に
教
育
課
程
の
策
定

や
教
員
の
採
用
を
進
め
、
10
月
に
事
前

相
談
に
行
っ
て
い
る
。
甲
南
大
学
も
新

学
環
設
置
に
つ
な
が
る
議
論
が
始
ま
っ

た
の
は
開
設
の
２
年
９
か
月
前
。
事
前

相
談
ま
で
約
１
年
か
け
て
い
る
。

　京
都
産
業
大
学
は
新
学
環
の
前
身
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
で
に
実
施
中
で

あ
り
、
甲
南
大
学
も
新
学
環
と
趣
旨
が

近
い
学
部
間
連
携
コ
ー
ス
を
過
去
に

持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
前
例
」
が

な
い
場
合
は
、届
出
の
場
合
で
も
、も
っ

と
早
い
始
動
が
必
要
だ
ろ
う
。

      「
定
員
充
足
」
に
加
え
、「
成
功
」

の
定
義
を
決
め
る
。

　学
生
募
集
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
設

置
に
ま
つ
わ
る
文
科
行
政
、
そ
し
て
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
は
、新
設
・

改
組
の
プ
ロ
セ
ス
や
観
点
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
【
図
表
４
】。

　ま
ず
、
新
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
の

「
成
功
」
を
定
義
す
る
こ
と
。「
人
材
供

給
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
半
導
体

人
材
の
養
成
機
関
に
な
る
」（
千
葉
工

業
大
学
）、「
新
し
い
制
度
を
使
っ
た
新

設
で
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

大
学
改
革
に
弾
み
を
付
け
る
」（
京
都

産
業
大
学
）
な
ど
。
む
ろ
ん
、「
定
員

充
足
」
は
基
本
中
の
基
本
中
だ
。

　次
に
、
文
科
行
政
や
社
会
環
境
の
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
。「
補
助
金
や
法

令
改
正
は
、
自
学
の
課
題
解
決
の
後
押

し
に
な
る
一
方
、
他
大
学
が
積
極
的
に

補
助
事
業
を
活
用
す
る
状
況
は
脅
威
に

も
な
る
。
先
行
者
利
益
を
得
る
た
め
に

は
、
予
測
さ
れ
る
施
策
に
備
え
る
姿
勢

が
必
要
」（
甲
南
大
学
）。
社
会
環
境
に

つ
い
て
も
、
変
化
予
測
を
織
り
込
ん
で

教
育
内
容
を
検
討
し
た
い
。
京
都
産
業

大
学
は
、
市
場
動
向
、
競
合
校
の
動
き

な
ど
を
ふ
ま
え
、「
も
し
今
後
動
く
と

し
た
ら
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
「
２

０
３
０
年
頃
ま
で
の
〝
考
え
ら
れ
る
〞

学
部
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
学
長
室

で
作
成
。【
P.
15
図
表
３
】
の
新
学
環

構
想
は
、
こ
の
一
部
だ
と
い
う
。

　「何
か
し
ら
新
し
い
こ
と
を
し
な
い

と
…
」
と
焦
っ
て
見
切
り
発
車
し
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
。
自
学
の
強
み
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
中

長
期
計
画
を
立
て
て
臨
み
た
い
。
こ
う

し
た
中
長
期
計
画
は
経
営
戦
略
の
一
環

で
あ
り
、
法
人
が
策
定
す
べ
き
だ
。
学

部
教
員
が
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
を
感

じ
始
め
て
か
ら
動
き
出
す
手
順
で
は
、

危
機
が
及
ん
で
か
ら
の
改
革
と
な
り
手

遅
れ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
お
、
18

歳
人
口
減
少
下
で
は
、
す
で
に
あ
る
教

育
資
源
を
生
か
し
た
改
組
が
、
現
実
的

な
計
画
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
え
る
。

　そ
し
て
、
社
会
や
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
。福
井
県
立
大
学
は「
福

井
の
次
の
1
0
0
年
を
支
え
て
い
け
る

存
在
」
を
つ
く
る
意
気
込
み
で
、
地
域

や
産
業
界
の
意
見
を
重
視
し
て
い
る
。

      「
職
員
参
画
」
と
「
検
討
組
織
へ

の
権
限
委
譲
」が
ポ
イ
ン
ト【
図
表
５
】。

　「職
員
参
画
」
に
す
べ
き
理
由
に
つ

い
て
、龍
谷
大
学
岡
田
氏
は
こ
う
話
す
。

「
教
員
は
『
自
分
た
ち
に
何
が
教
え
ら

れ
る
か
』
か
ら
教
育
内
容
を
検
討
し
が

ち
だ
。『
高
校
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

ど
う
応
え
る
か
』
は
、
職
員
の
ほ
う
が

感
度
が
高
い
」。
京
都
産
業
大
学
が
挙

げ
る
職
員
参
画
の
理
由
は
、「
新
設
・

改
組
に
あ
た
っ
て
は
、
文
科
行
政
へ
の

対
応
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
調
査
な
ど
、

職
員
が
主
体
と
な
る
場
面
が
多
い
か

＊龍谷大学岡田氏への取材を基に作成 ＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

【図表1】これからの新設・改組の意思決定
「５つの鉄則」

2023年 10～12月

2024年 1～2月

3月

4～6月

6～8月

9月

10月

10～12月
（以下、予定）

2025年 1～3月

4月

6月

9月

2026年     1月

4月

【図表2】設置認可申請に
至るまでのスケジュール 

【図表3】設置までの進め方・スケジュール例 
京都産業大学アントレプレナーシップ学環（仮称・2026年開設予定）※予定含む

年月

加
速
す
る
少
子
化
の
中
で
の
あ
り
方
、進
め
方
は

Q
&

先行して始動した「アントレプレナー育成プログラム」の次の展開として、学環設置の検討を
開始。プログラム受講生の学修状況の分析、実際の起業家や協力企業からの声、大学の
競争力などを踏まえて、学長室が計画の素案を作成し学長と検討

常任理事会で「構想」（方向性）の検討（改組や設置の必要性、人材像、DP、CP、特色の
概要、学生募集の見込み）。必要経費や教員など経費まわりのことも提案。採算性や競争
力などの経営面も検討。学環（新設）タスクフォースチームを学長の下に設置

教育課程（具体的な科目、体系、卒業要件など）についてつくり込み。３つのポリシーも確定。
教員組織（採用）もこのあたりで確定

文科省へ届出書提出。60日以内に意見や修正の指示があることに留意しながら、広報等を実施

常任理事会、理事会、部局長会にて、「構想」の確定

学内意思決定（部局長会、常任理事会、理事会）

人材像、ポリシーの確定。授業科目を精査しつつ、教員採用、必要なハード面の検討

届出書類の完成

届出受理（「開設」が確定）。本格的に学生募集開始

入試実施開始

入学者受け入れ準備

開設

教育改革会議で構想原案提示・検討

関係学部教員（有志）による意見交換会

文科省から「事前相談」の回答受理

大学諸会議および理事会で学部等連係課程の届出を決定
文科省へ届出書提出
卒業生で構成するアドバイザリー・ボードでの意見聞き取り
開設

大学による補足プロセス

甲南大学グローバル教養学環（STAGE）（2024年開設）
年月 大学による補足プロセス

文科省へ届出計画の「事前相談」（「届出」で可能か運営委員会に諮る）

届出書類の作成、ニーズ調査の実施、学則や教授会規程などの作成。入試制度や教職課程などの準備・事前審査

中長期計画において、学部等連係課程の設置に向けて、
段階的に計画を進めてきた

「複数の言語圏への留学を前提としたグローバル・エグゼクティブ人材を育てる学位プログラム
の設置」をテーマに検討開始（共通教育充実化タスクフォース内で）

この時点で教育をある程度決めておかないと、
教員採用ができない

教員採用を伴う場合は、もっと早めがよい

８月OCからニーズ調査するのなら、この時期までに人材像、
DP、CP、特色などを決める必要あり ※10月に文科省に事前
相談する場合は、８月末が教育課程の構想を練るリミットになる

これ以降は教育課程や教員組織の変更は一切不可能。ここが教
育に関するタイムリミット ※事前相談は10月、11月、１月にあり、結
果は２か月後に出る。意見がついた場合は、再相談となる。新設や
学環のような学内にノウハウがない場合は、早めの相談がベター

認可申請の場合は、３月提出なのでもっと早く。標準設置経費
の内訳の算出、寄附行為認可申請など、検討事項が多い

当初から学環設置が念頭にあったわけではなく、共通教育充
実化タスクフォース内での議論のテーマの一つが「グローバ
ル・エグゼクティブ人材の育成」だった

実現を危ぶむ厳しい意見が相次いだが、それらを「解決すべき
課題」と認識することにより、計画の整備が進んだ

検討結果をふまえて、育成する人物像やカリキュラム等を抜本的に見直し、プログラム名称を
グローバル教養学位プログラム「Special Track for Accelerated Global Education
（STAGE）」に改めた学部等連係課程の原案を提示、連係協力学部に関する学内調整

定員、教員、科目をどの学部から提供してもらうかは難題。早期
に議論を開始し、開設準備に携わる教職員が、各学部の教授
会や個々の教員のもとを回って合意を得る必要がある

文科省へ届出計画の「事前相談」（「届出」で可能か運営委員会に諮る） 学部・学科に相当する課程の新設は久しぶりで、外部コンサル
もつけなかったため、学長室職員が「手引」を熟読して臨んだ

広報活動は、「設置構想中」や「設置届出中」として社会
に誤解を生まない表現を使えば、早くから可能

グローバル教養学位プログラム開設準備委員会設置。プレスリリース発信、特設サイト開設 この時に委員となった教員11人が、そのまま学環の教員となった

2021年     7月

11～12月

2022年     1月

5月

6月

8月
9月

2023年 2～3月
4月
8月

2024年     4月

A Q.

何
に
基
づ
い
て
意
思
決

定
す
る
？

A Q.

開
設
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
知
り
た
い

構想に着手、１年かけて計画を練る～４年前

開設まで
の年数 行うこと

中核となる教員と職員を数人そろえ、
大まかな骨子を確定させ、
必要な施設・設備、カリキュラム編成、
教員構成などにもめどを付けておく

教員人事を進め、文部科学省への
申請書類を完成させる

設置認可申請

開設

１年間をかけて、設置計画の
ブラッシュアップ、各種アンケート調査、
教員業績の見通しなどを立てる

３年前

２年前

１年前

０年

プロダクトアウト型

入り口の需要

単純な市場調査程度

今の人材需要動向

意思決定の根拠が曖昧

これまで これから

マーケットイン型

近隣の類似学部や都市部
の大学の志願動向も把握

10年後の人材需要動向

エビデンスに基づく意思決定

入り口・出口、両方の
需要がある



特集  新設・改組のこれから

ら
」だ
。た
だ
し
、参
画
す
る
か
ら
に
は
、

高
等
教
育
、
文
科
行
政
、
社
会
動
向
の

知
識
を
備
え
、
教
員
に
対
し
て
説
得
力

の
あ
る
説
明
を
行
う
力
量
が
必
要
だ
。

　「検
討
組
織
の
権
限
」
は
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
結
局
、
執
行
部
や
教
授
会
の

反
対
に
あ
っ
た
場
合
、
改
革
が
進
ま
な

い
。
準
備
委
員
会
等
を
設
置
す
る
前
の

構
想
段
階
で
は
、
学
長
室
な
ど
を
統
括

部
署
と
し
、
法
人
が
全
権
を
委
任
す
る

の
が
妥
当
だ
。龍
谷
大
学
の
岡
田
氏
は
、

「
既
存
学
部
の
改
組
で
あ
っ
て
も
、
学

長
室
、
経
営
企
画
室
な
ど
第
三
者
の
統

括
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
る
。
当
該
学

部
の
事
務
室
と
比
べ
、
教
授
会
に
対
し

て
も
、
客
観
的
に
問
題
点
や
改
善
点
を

指
摘
し
や
す
い
の
が
そ
の
理
由
だ
。

      

日
頃
か
ら
関
係
を
築
き
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

　今
後
の
募
集
環
境
を
考
え
れ
ば
、
定

員
を
純
増
し
て
教
員
を
新
た
に
呼
び
込

む
「
増
設
」
は
減
り
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
」が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

所
属
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
教
員
か
ら

の
反
発
は
必
至
だ
。
ま
た
、「
学
部
等

連
係
課
程
」
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
を

使
っ
た
新
設
も
、負
担
増
の
懸
念
な
ど
、

抵
抗
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教

育
を
担
う
の
は
教
員
な
の
で
、
教
員
自

身
が
構
想
に
納
得
し
、
前
向
き
に
な
ら

な
い
と
、よ
い
教
育
は
提
供
で
き
な
い
。

【
図
表
６
】に
有
効
な
工
夫
例
を
示
し
た
。

　予
測
デ
ー
タ
を
示
し
て
組
織
改
編
の

必
然
性
を
説
明
す
る
、
京
都
産
業
大
学

が
取
っ
た
方
法
が
、ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

別
の
あ
る
大
学
で
は
、
当
初
は
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
教
員
陣
が
、
設
置
が
１

年
遅
れ
る
と
先
行
者
利
益
が
激
減
す
る

試
算
を
見
て
協
力
に
転
じ
た
。
関
西
国

際
大
学
の
よ
う
に
学
外
セ
ク
タ
ー
の
声

を
聞
き
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
教

育
像
を
提
示
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　甲
南
大
学
や
佐
賀
大
学
は
、
根
気
よ

く
説
明
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
甲
南
大

学
で
は
学
部
等
連
係
課
程
構
想
の
学
内

説
明
会
を
開
催
し
た
際
、「
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
」な
ど
、

厳
し
い
反
応
も
あ
っ
た
。し
か
し
、一
つ

ひ
と
つ
の
意
見
に
応
え
る
べ
く
、
し
く

み
を
整
備
し
て
い
っ
た
結
果
、
計
画
が

大
幅
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　前
提
と
し
て
、
教
員
・
職
員
間
の
日

常
的
な
関
係
性
の
構
築
が
重
要
だ
。
日

頃
か
ら
デ
ー
タ
を
交
え
て
教
育
や
大
学

の
将
来
に
つ
い
て
話
す
、
自
学
（
部
）

の
強
み
や
理
想
像
を
共
有
す
る
、
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

て
い
れ
ば
、議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

千
葉
工
業
大
学
の
よ
う
に
、
時
間
を
か

け
て
教
職
協
働
体
制
を
築
き
つ
つ
、
研

究
の
充
実
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
教

員
が
協
力
的
な
例
も
あ
る
（
P.
36
）。
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プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
。

　〝新
学
部
を
つ
く
れ
ば
学
生
が
集
ま

る
〞
時
代
は
と
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。

国
が
後
押
し
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー

ン
系
新
学
部
で
も
、
初
年
度
か
ら
未
充

足
の
ケ
ー
ス
も
あ
る（【
P.
４
図
表
８
】

参
照
）。
龍
谷
大
学
で
長
年
、
新
設
・

改
組
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
田
雄
介
入

試
部
長
（
P.
17
）
は
、「
教
員
が
や
り

た
い
教
育
を
看
板
に
す
る
『
プ
ロ
ダ
ク

ト
ア
ウ
ト
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
最
早

偏
差
値
上
位
校
な
ど
の
一
部
の
大
学
で

し
か
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

は
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
学

部
・
学
科
を
つ
く
る
『
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鉄
則
だ
。
教
員

の
発
案
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
意
思
決
定
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　入
り
口
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
集
ま

る
見
込
み
を
設
置
構
想
段
階
で
し
っ
か

り
調
査
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
近
隣
の

競
合
大
学
に
同
系
統
の
学
部
・
学
科
が

あ
れ
ば
、
そ
の
志
願
状
況
を
ま
と
め
、

自
学
の
優
位
性
を
示
す
。
公
私
立
大
学

で
は
申
請
時
に
説
明
を
求
め
ら
れ
る
内

容
だ
が
、
書
類
作
成
段
階
に
な
っ
て
か

ら
の
調
査
で
は
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
だ
構

想
と
は
言
え
な
い
。
地
方
大
学
で
あ
れ

ば
、
併
せ
て
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
都

市
部
の
動
向
も
調
べ
て
お
き
た
い
。
競

争
が
激
し
い
市
場
で
も
伸
び
て
い
る
大

学
の
施
策
は
次
の
一
手
の
参
考
に
な
る
。

　出
口
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
見
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。
高

校
生
の
「
人
気
」
は
、
今
現
在
の
社
会

状
況
に
影
響
さ
れ
が
ち
だ
が
、
構
想
中

の
新
学
部
が
卒
業
生
を
出
す
の
は
早
く

て
６
、
７
年
後
。
そ
れ
以
降
も
ニ
ー
ズ

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
な
け
れ
ば
、
学

生
の
就
職
・
就
業
が
危
う
い
。
特
に
資

格
系
は
要
注
意
だ
。
自
学
が
立
て
た
仮

説
に
つ
い
て
、
産
業
界
に
も
意
見
を
聞

い
て
お
き
た
い
。
佐
賀
大
学
は
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
の
構
想
に

あ
た
り
、
化
粧
品
関
連
企
業
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
甲
南
大
学
も
新
学
部
検

討
時
は
関
連
企
業
に
採
用
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
新
設
・

改
組
を
す
る
際
の
５
つ
の
鉄
則
を
【
図

表
１
】に
ま
と
め
た
。参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

新
設
な
ら
構
想
に
２
年
半
以
上
、

手
続
き
に
１
年
半
を
見
込
む
。

　申
請
・
届
出
手
続
き
自
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
文
科
省
の 

    ＊1

　
「
手
引
」
を

見
れ
ば
わ
か
る
。新
学
部
設
置
の
場
合
、

開
設
１
年
前
に
認
可
申
請
・
届
出
、     ＊2

　
事

前
相
談
が
必
要
な
計
画
で
あ
れ
ば
、
そ

の
半
年
前
ま
で
に
行
う
こ
と
が
標
準
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
。こ
の
・
・
・
・
・
・
・

事
前
相
談
の
時
点
で
、

詳
細
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
検
討
開
始
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
把
握
す
る
に

は
、
構
想
を
固
め
る
ま
で
に
要
す
る
期

間
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　経
験
者
に
聞
く
と
、
設
置
認
可
申
請

を
伴
う
新
設
の
、
構
想
着
手
か
ら
事
前

相
談
ま
で
の
期
間
は
「
２
年
半
以
上
」。

つ
ま
り
開
設
の
４
年
以
上
前
の
構
想
着

手
が
理
想
だ【
図
表
２
】。ま
ず
、入
り
口
、

出
口
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
、
１

年
以
上
か
け
、
構
想
を
あ
る
程
度
具
体

的
な
形
に
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
実
現

で
き
そ
う
な
中
核
教
員
と
職
員
を
数
人

そ
ろ
え
て
設
置
検
討
組
織
を
結
成
。
事

前
相
談
ま
で
の
１
年
半
で
、
設
置
の
趣

旨
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
開
設
科
目
、

担
当
教
員
、必
要
な
施
設
・
設
備
、投
入

す
る
経
費
な
ど
を
決
め
る
。
開
設
ま
で

４
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
が

危
う
く
な
っ
て
か
ら
の
動
き
出
し
で
は

「
体
力
」
が
持
た
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　【図
表
３
】
は
、
今
回
取
材
し
た
大

学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
だ
。
京
都
産
業

大
学
は
、
２
０
２
６
年
開
設
予
定
の
新

学
環
の
検
討
を
、
約
２
年
６
か
月
前
の

２
０
２
３
年
10
月
に
始
め
て
い
る
。
学

長
の
下
に
設
置
し
た
教
員
チ
ー
ム
・
事

務
局
に
よ
り
、
教
職
協
働
で
設
置
の
必

要
性
、
め
ざ
す
教
育
な
ど
を
検
討
。
関

係
学
部
長
や
事
務
長
等
と
の
意
見
交

換
、学
長
や
理
事
会
へ
の
提
案
を
経
て
、

２
０
２
４
年
３
月
に
、
大
枠
の
構
想
が

確
定
。
８
月
ま
で
に
教
育
課
程
の
策
定

や
教
員
の
採
用
を
進
め
、
10
月
に
事
前

相
談
に
行
っ
て
い
る
。
甲
南
大
学
も
新

学
環
設
置
に
つ
な
が
る
議
論
が
始
ま
っ

た
の
は
開
設
の
２
年
９
か
月
前
。
事
前

相
談
ま
で
約
１
年
か
け
て
い
る
。

　京
都
産
業
大
学
は
新
学
環
の
前
身
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
で
に
実
施
中
で

あ
り
、
甲
南
大
学
も
新
学
環
と
趣
旨
が

近
い
学
部
間
連
携
コ
ー
ス
を
過
去
に

持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
前
例
」
が

な
い
場
合
は
、届
出
の
場
合
で
も
、も
っ

と
早
い
始
動
が
必
要
だ
ろ
う
。

      「
定
員
充
足
」
に
加
え
、「
成
功
」

の
定
義
を
決
め
る
。

　学
生
募
集
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
設

置
に
ま
つ
わ
る
文
科
行
政
、
そ
し
て
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
は
、新
設
・

改
組
の
プ
ロ
セ
ス
や
観
点
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
【
図
表
４
】。

　ま
ず
、
新
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
の

「
成
功
」
を
定
義
す
る
こ
と
。「
人
材
供

給
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
半
導
体

人
材
の
養
成
機
関
に
な
る
」（
千
葉
工

業
大
学
）、「
新
し
い
制
度
を
使
っ
た
新

設
で
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

大
学
改
革
に
弾
み
を
付
け
る
」（
京
都

産
業
大
学
）
な
ど
。
む
ろ
ん
、「
定
員

充
足
」
は
基
本
中
の
基
本
中
だ
。

　次
に
、
文
科
行
政
や
社
会
環
境
の
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
。「
補
助
金
や
法

令
改
正
は
、
自
学
の
課
題
解
決
の
後
押

し
に
な
る
一
方
、
他
大
学
が
積
極
的
に

補
助
事
業
を
活
用
す
る
状
況
は
脅
威
に

も
な
る
。
先
行
者
利
益
を
得
る
た
め
に

は
、
予
測
さ
れ
る
施
策
に
備
え
る
姿
勢

が
必
要
」（
甲
南
大
学
）。
社
会
環
境
に

つ
い
て
も
、
変
化
予
測
を
織
り
込
ん
で

教
育
内
容
を
検
討
し
た
い
。
京
都
産
業

大
学
は
、
市
場
動
向
、
競
合
校
の
動
き

な
ど
を
ふ
ま
え
、「
も
し
今
後
動
く
と

し
た
ら
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
「
２

０
３
０
年
頃
ま
で
の
〝
考
え
ら
れ
る
〞

学
部
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
学
長
室

で
作
成
。【
P.
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図
表
３
】
の
新
学
環

構
想
は
、
こ
の
一
部
だ
と
い
う
。

　「何
か
し
ら
新
し
い
こ
と
を
し
な
い

と
…
」
と
焦
っ
て
見
切
り
発
車
し
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
。
自
学
の
強
み
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
中

長
期
計
画
を
立
て
て
臨
み
た
い
。
こ
う

し
た
中
長
期
計
画
は
経
営
戦
略
の
一
環

で
あ
り
、
法
人
が
策
定
す
べ
き
だ
。
学

部
教
員
が
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
を
感

じ
始
め
て
か
ら
動
き
出
す
手
順
で
は
、

危
機
が
及
ん
で
か
ら
の
改
革
と
な
り
手

遅
れ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
お
、
18

歳
人
口
減
少
下
で
は
、
す
で
に
あ
る
教

育
資
源
を
生
か
し
た
改
組
が
、
現
実
的

な
計
画
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
え
る
。

　そ
し
て
、
社
会
や
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
。福
井
県
立
大
学
は「
福

井
の
次
の
1
0
0
年
を
支
え
て
い
け
る

存
在
」
を
つ
く
る
意
気
込
み
で
、
地
域

や
産
業
界
の
意
見
を
重
視
し
て
い
る
。

      「
職
員
参
画
」
と
「
検
討
組
織
へ

の
権
限
委
譲
」が
ポ
イ
ン
ト【
図
表
５
】。

　「職
員
参
画
」
に
す
べ
き
理
由
に
つ

い
て
、龍
谷
大
学
岡
田
氏
は
こ
う
話
す
。

「
教
員
は
『
自
分
た
ち
に
何
が
教
え
ら

れ
る
か
』
か
ら
教
育
内
容
を
検
討
し
が

ち
だ
。『
高
校
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

ど
う
応
え
る
か
』
は
、
職
員
の
ほ
う
が

感
度
が
高
い
」。
京
都
産
業
大
学
が
挙

げ
る
職
員
参
画
の
理
由
は
、「
新
設
・

改
組
に
あ
た
っ
て
は
、
文
科
行
政
へ
の

対
応
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
調
査
な
ど
、

職
員
が
主
体
と
な
る
場
面
が
多
い
か

募集状況が悪くなってから
「焦って」「やみくもに」行わない

何をもって成功とするか、成功の定義を決める

計画には過去や現状の分析に加え、
将来の変化予測を織り込む

今あるリソースや自学の強みを活用し、
大学の価値を上げるために行う

学部任せではなく、法人主導で戦略的に計画する

社会（業界）や、地域の意見を組み込む

タスクフォース
チームの設置

タスクと作業
計画の明確化

教職協働

職員参画、
権限付与

学長の
リーダーシップ

【図表4】不確実性が高い中で新設・改組を
成功させるために考慮すべき点

【図表5】新設・改組の体制・進め方の工夫例 

▶膨大な業務を集約したほうが、意思決定や作業が効率的・
円滑になる。設置は不可欠（甲南大学）
▶学環のような「新設」の場合、まず、検討チーム（タスクフォー
ス）を学長の下に結成し、学内に対して検討体制を明らかにす
ると同時に、事務局も明確にする必要がある（京都産業大学）
▶当該学部の委員会だけに委ねるとプロダクトアウト型の教
育になりがち。学部から離れた学長室や経営企画室などに全
権を委任し、統括する形が望ましい（龍谷大学岡田氏）

▶教育に関することは教員が主体となり、文科行政の考え方や社
会ニーズのことなどは職員が中心となるなど、それぞれが分担して
取り組むことで、スムーズに進む（佐賀大学）
▶学部長予定者含む教員、職員各５人の計10人で、その都度課
題を打ち合わせしながら恐竜学部設置を推進（福井県立大学）

▶職員も「事務」ではなく「当事者」として、教員と一緒に積極
的にヒアリングをしたり、政府の方針や社会ニーズを分析して
教育を提案したりしている（京都産業大学）
▶文科省が進める「学位プログラム中心の教育課程」づくり
は、学部から離れて客観的に問題点や改善点を指摘する部署
（経営企画室や学長室）に監事機能を持たせるとよい。緊張感
が生まれ、よりよい教育内容にしようという意識が働き、学修者
本位の質も担保されやすい（龍谷大学岡田氏）

▶学長のリーダーシップの下、将来ビジョンを策定。それを示したう
えで学部長から各教員へ説明し、理解、協力を得た（佐賀大学）
▶市場が厳しくなる中、大きな計画を描くためには、危機感をふ
まえて目標を明確にして進めていく、学長や学部長のリーダー
シップが重要（京都産業大学）

▶多様な属性の教職員が参画するタスクフォースにおいては、
タスクや作業計画を明確にする必要がある（甲南大学）
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A Q.

不
確
実
性
が
高
い
中
、

新
設
・
改
組
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
重
要
な
こ
と
は
？

A Q.

組
織
体
制
、役
割
分
担

は
ど
う
す
る
？

「認可申請のプロ」として「設置審査のプロ」と向き合う
　これまで多くの新設・改組に携わってきました。新設学部の学位

分野が既設学部の中にない場合、設置認可申請の扱いとなり、届

出に比べ、新設にかかる労力と時間、費用は桁違いにかかります。

大学設置・学校法人審議会とのやり取りを通じて、設置計画全体

の整合性や「質の保証」と「持続可能性」が担保されてはじめて、

新学部設置の「認可」を得ることができます。申請業務は、「手引」

に則って行いますが、毎年細かな変更があり、実践を積み重ねない

とパフォーマンスが落ちます。私は毎年「手引」を丁寧に読み込ん

で申請書類を何度も念入りに校正し、文科省とこまめにコミュニ

ケーションをとっていました。最大の難関は、「教員審査」。業績が

厳しく見られ、業績不足と判定された教員は職位や担当科目の変

更、あるいは別の教員を充てる対応が求められ、「補正申請」まで

に対処できなければ「不認可」です。以前は、審査結果の通知は電

話のみであったため、何十人もの審査結果を聞きながらメモし、差し

替え対象の教員や科目の代替措置を数週間で対応したこともあり

ました。加えて、寄付行為変更認可申請を通じて、法人運営や財

政面もチェックされます。理事会の開催状況や係争中の訴訟の有

無など、法人のガバナンスについても、くまなく調査されます。

　われわれは、「認可申請のプロ」として、十分な準備と学内体制

を構築し、完璧な申請書類を用意することが、「設置審査のプロ」

である文科省との信頼関係づくりになり得ます。担当職員は制度

をしっかりと理解し、大学設置基準や関連法令、各種通知にも精

通したうえで、設置計画書を取りまとめる力が求められます。書類の

記載項目を作業として「埋める」のではなく、書類の様式ごとの目的

やルール、その本質を理解し、そこに大学としての「思い」を込めて

作成すること。その結果、文科省とのコミュニケーションも円滑とな

り、信頼関係が醸成され、最終的に認可を得られるようになります。

　今、デジタル＆グリーン人材の育成に向けた政策誘導を背景に、

「成長分野」として、関連する理系学部の新設や改組転換が促進

されています。しかし、この分野の進学需要は、少なくとも現段階で

は大きな変化は見られません。現状、高校生の文理選択で理系は

３割程度。彼らはまず、定員が多く、施設・設備が充実している国公

立、次いで難関私大を受験します。他の大学は、残りのわずかなパ

イの争奪戦に勝ち抜く準備が求められます。定員充足は文系学部

のようにはいきません。投資の覚悟も必要です。学部設置時に求

められる「標準設置経費額」は、文系の３～４倍。実験・実習用の

環境を整える費用もかかる。特に文系の大学が、「大学・高専機能

強化支援事業」を機に理系学部をつくる場合、参入時の補助金

獲得に加え、中長期的な財政の見通しも必要です。拡大を見越し

て今から参入しておくという考え方もあるでしょうが、理系学部はと

にかくお金がかかる。そこまで経営体力が持つかどうか、です。

　想定以上の少子化により市場が縮小していく以上、これからは

新増設を続ける「ビルド＆ビルド」は成り立たず、何かをつくる分、何

かを削減する「スクラップ＆ビルド」に移行せざるを得ません。需要に

応じて学部・学科を改編するには、教員や組織の流動性と柔軟性

を確保する必要も出てきます。国の政策を組織変革を促す「外圧」

と捉えるなら、職員が教授会を説得する材料にもなり得るでしょう。

設置認可申請の経験は大きな改革を担う第一歩
　実践を通じて大学運営の酸いも甘いも噛み分けてきた職員が、

今後、どれだけ主体的に大学改革にコミットし、リードできるか。それ

が自学の持続可能性や将来的な成長を左右すると言っても過言

ではないでしょう。それにはまず、われわれ自身が、「事務職員」では

なく、大学業務に精通し、中長期的な観点からの戦略を練って実

行する「大学職員（アドミニストレーター）」であるとの矜持を持つこ

と。そして、大学設置基準改正から読み取れるように、教員は教育

と研究に専念し、大学運営や経営は職員に委ねる体制をつくる。

そのような文教政策の流れを踏まえた役割を担い得るだけの資質

を、職員自らが備える努力をすること。私自身の経験からすると、大

学院で学んだリサーチ・クエスチョンのアプローチ、すなわち「仮説

⇒検証⇒解決策を導出」という一連の問題解決手法は、大学職

員としての経営企画能力の源泉となりました。自己研鑽努力を通

じた資質向上は、これからの予測困難な「大学淘汰の時代」を生

き残る術となるのではないでしょうか。その意味でも、設置認可申

請の準備の中で、教員主導による新学部の設置計画に対して、

大学設置基準や文教政策動向を踏まえ、「開設科目と３ポリシー

との整合性」や「教員が教えたいことではなく、何が身に付くカリ

キュラムとなっているのか」などを指摘・提案でき、教員と対等な立

場で協働できるようになれば、大きな改革も担えます。

　設置認可申請業務は大きな苦労を伴うものの、教員と協働して

汗をかき、新しい学部を創っていくプロセスは大学の歴史を創造す

ることでもあり、その一翼を担うことの満足感や高揚感、これこそが、

困難な業務をやり通す「力」になるはずです。これから厳しい時代

を迎えるからこそ、職員が改革をリードしていくことが求められます。

̶̶新設・改組を成功に導く大学職員の役割は？

新設・改組のプロに聞く！

岡田 雄介龍谷大学
入試部・高大連携推進室 事務部長

「事務職員」から「アドミニストレーター」へ
教員と対等な立場での協働が鍵

おかだゆうすけ●文学部教務課、システム課、学長室を経て、2020年度から現職。2004～2019年度までの16年間、学
長室において経営企画、中長期計画、設置認可申請、ＩＲなどの業務に携わる。大学行政管理学会の学事研究会や近畿地
区研究会にて、設置認可申請業務のワークショップなども実施し、職員の能力開発に取り組む。桜美林大学大学院修了。

（
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特集  新設・改組のこれから

ら
」だ
。た
だ
し
、参
画
す
る
か
ら
に
は
、

高
等
教
育
、
文
科
行
政
、
社
会
動
向
の

知
識
を
備
え
、
教
員
に
対
し
て
説
得
力

の
あ
る
説
明
を
行
う
力
量
が
必
要
だ
。

　「検
討
組
織
の
権
限
」
は
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
結
局
、
執
行
部
や
教
授
会
の

反
対
に
あ
っ
た
場
合
、
改
革
が
進
ま
な

い
。
準
備
委
員
会
等
を
設
置
す
る
前
の

構
想
段
階
で
は
、
学
長
室
な
ど
を
統
括

部
署
と
し
、
法
人
が
全
権
を
委
任
す
る

の
が
妥
当
だ
。龍
谷
大
学
の
岡
田
氏
は
、

「
既
存
学
部
の
改
組
で
あ
っ
て
も
、
学

長
室
、
経
営
企
画
室
な
ど
第
三
者
の
統

括
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
る
。
当
該
学

部
の
事
務
室
と
比
べ
、
教
授
会
に
対
し

て
も
、
客
観
的
に
問
題
点
や
改
善
点
を

指
摘
し
や
す
い
の
が
そ
の
理
由
だ
。

      

日
頃
か
ら
関
係
を
築
き
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

　今
後
の
募
集
環
境
を
考
え
れ
ば
、
定

員
を
純
増
し
て
教
員
を
新
た
に
呼
び
込

む
「
増
設
」
は
減
り
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
」が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

所
属
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
教
員
か
ら

の
反
発
は
必
至
だ
。
ま
た
、「
学
部
等

連
係
課
程
」
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
を

使
っ
た
新
設
も
、負
担
増
の
懸
念
な
ど
、

抵
抗
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教

育
を
担
う
の
は
教
員
な
の
で
、
教
員
自

身
が
構
想
に
納
得
し
、
前
向
き
に
な
ら

な
い
と
、よ
い
教
育
は
提
供
で
き
な
い
。

【
図
表
６
】に
有
効
な
工
夫
例
を
示
し
た
。

　予
測
デ
ー
タ
を
示
し
て
組
織
改
編
の

必
然
性
を
説
明
す
る
、
京
都
産
業
大
学

が
取
っ
た
方
法
が
、ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

別
の
あ
る
大
学
で
は
、
当
初
は
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
教
員
陣
が
、
設
置
が
１

年
遅
れ
る
と
先
行
者
利
益
が
激
減
す
る

試
算
を
見
て
協
力
に
転
じ
た
。
関
西
国

際
大
学
の
よ
う
に
学
外
セ
ク
タ
ー
の
声

を
聞
き
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
教

育
像
を
提
示
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　甲
南
大
学
や
佐
賀
大
学
は
、
根
気
よ

く
説
明
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
甲
南
大

学
で
は
学
部
等
連
係
課
程
構
想
の
学
内

説
明
会
を
開
催
し
た
際
、「
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
」な
ど
、

厳
し
い
反
応
も
あ
っ
た
。し
か
し
、一
つ

ひ
と
つ
の
意
見
に
応
え
る
べ
く
、
し
く

み
を
整
備
し
て
い
っ
た
結
果
、
計
画
が

大
幅
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　前
提
と
し
て
、
教
員
・
職
員
間
の
日

常
的
な
関
係
性
の
構
築
が
重
要
だ
。
日

頃
か
ら
デ
ー
タ
を
交
え
て
教
育
や
大
学

の
将
来
に
つ
い
て
話
す
、
自
学
（
部
）

の
強
み
や
理
想
像
を
共
有
す
る
、
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

て
い
れ
ば
、議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

千
葉
工
業
大
学
の
よ
う
に
、
時
間
を
か

け
て
教
職
協
働
体
制
を
築
き
つ
つ
、
研

究
の
充
実
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
教

員
が
協
力
的
な
例
も
あ
る
（
P.
36
）。

      

プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
。

　〝新
学
部
を
つ
く
れ
ば
学
生
が
集
ま

る
〞
時
代
は
と
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。

国
が
後
押
し
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー

ン
系
新
学
部
で
も
、
初
年
度
か
ら
未
充

足
の
ケ
ー
ス
も
あ
る（【
P.
４
図
表
８
】

参
照
）。
龍
谷
大
学
で
長
年
、
新
設
・

改
組
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
田
雄
介
入

試
部
長
（
P.
17
）
は
、「
教
員
が
や
り

た
い
教
育
を
看
板
に
す
る
『
プ
ロ
ダ
ク

ト
ア
ウ
ト
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
最
早

偏
差
値
上
位
校
な
ど
の
一
部
の
大
学
で

し
か
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

は
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
学

部
・
学
科
を
つ
く
る
『
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鉄
則
だ
。
教
員

の
発
案
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
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制
度
の
理
解
と
文
科
省
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

　申
請
書
類
を
審
査
す
る
大
学
設
置
・

学
校
法
人
審
議
会
に
は
２
つ
の
分
科
会

が
あ
る【
図
表
７
】。全
大
学
を
対
象
に
、

主
に
教
学
事
項
を
審
査
す
る
の
が
「
大

学
設
置
分
科
会
」。
他
方
、「
学
校
法
人

分
科
会
」
は
、
私
立
大
学
の
申
請
の
み

が
対
象
で
、
主
に
学
校
法
人
と
し
て
の

管
理
運
営
・
財
政
面
を
審
査
す
る
。

　大
学
設
置
分
科
会
が
重
視
す
る
点
の

一
つ
が
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
教
育
体

制
・
内
容
の
一
貫
性
だ
【
図
表
８
】。

授
業
や
教
員
の
配
置
が
人
材
養
成
目
的

を
か
な
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、論
理
的
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　学
部
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、「
認
可

申
請
」「
届
出
」
い
ず
れ
か
の
方
法
で

行
う
。
既
存
の
組
織
と
同
じ
分
野
の
学

部
等
で
あ
れ
ば
、
書
類
の
届
出
で
設
置

で
き
る
。
両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
教

員
審
査
の
有
無
だ
。
認
可
申
請
で
は
大

学
設
置
基
準
と
の
適
合
に
加
え
、経
歴
、

実
績
な
ど
が
審
査
さ
れ
、
不
可
の
教
員

が
出
れ
ば
短
期
間
で
代
わ
り
の
人
材
を

探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
審
査
は
厳
し

い
。
教
員
候
補
者
は
、
十
分
に
余
裕
を

み
て
準
備
す
べ
き
」（
福
井
県
立
大
学
）。

　審
査
が
厳
格
な
の
は
、
国
と
し
て
高

等
教
育
の
質
を
保
つ
た
め
だ
。
設
置
基

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
意
思
決
定
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　入
り
口
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
集
ま

る
見
込
み
を
設
置
構
想
段
階
で
し
っ
か

り
調
査
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
近
隣
の

競
合
大
学
に
同
系
統
の
学
部
・
学
科
が

あ
れ
ば
、
そ
の
志
願
状
況
を
ま
と
め
、

自
学
の
優
位
性
を
示
す
。
公
私
立
大
学

で
は
申
請
時
に
説
明
を
求
め
ら
れ
る
内

容
だ
が
、
書
類
作
成
段
階
に
な
っ
て
か

ら
の
調
査
で
は
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
だ
構

想
と
は
言
え
な
い
。
地
方
大
学
で
あ
れ

ば
、
併
せ
て
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
都

市
部
の
動
向
も
調
べ
て
お
き
た
い
。
競

争
が
激
し
い
市
場
で
も
伸
び
て
い
る
大

学
の
施
策
は
次
の
一
手
の
参
考
に
な
る
。

　出
口
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
見
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。
高

校
生
の
「
人
気
」
は
、
今
現
在
の
社
会

状
況
に
影
響
さ
れ
が
ち
だ
が
、
構
想
中

の
新
学
部
が
卒
業
生
を
出
す
の
は
早
く

て
６
、
７
年
後
。
そ
れ
以
降
も
ニ
ー
ズ

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
な
け
れ
ば
、
学

生
の
就
職
・
就
業
が
危
う
い
。
特
に
資

格
系
は
要
注
意
だ
。
自
学
が
立
て
た
仮

説
に
つ
い
て
、
産
業
界
に
も
意
見
を
聞

い
て
お
き
た
い
。
佐
賀
大
学
は
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
の
構
想
に

あ
た
り
、
化
粧
品
関
連
企
業
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
甲
南
大
学
も
新
学
部
検

討
時
は
関
連
企
業
に
採
用
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
新
設
・

改
組
を
す
る
際
の
５
つ
の
鉄
則
を
【
図

表
１
】に
ま
と
め
た
。参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

新
設
な
ら
構
想
に
２
年
半
以
上
、

手
続
き
に
１
年
半
を
見
込
む
。

　申
請
・
届
出
手
続
き
自
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
文
科
省
の 

    ＊1

　
「
手
引
」
を

見
れ
ば
わ
か
る
。新
学
部
設
置
の
場
合
、

開
設
１
年
前
に
認
可
申
請
・
届
出
、     ＊2

　
事

前
相
談
が
必
要
な
計
画
で
あ
れ
ば
、
そ

の
半
年
前
ま
で
に
行
う
こ
と
が
標
準
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
。こ
の
・
・
・
・
・
・
・

事
前
相
談
の
時
点
で
、

詳
細
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
検
討
開
始
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
把
握
す
る
に

は
、
構
想
を
固
め
る
ま
で
に
要
す
る
期

間
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　経
験
者
に
聞
く
と
、
設
置
認
可
申
請

を
伴
う
新
設
の
、
構
想
着
手
か
ら
事
前

相
談
ま
で
の
期
間
は
「
２
年
半
以
上
」。

つ
ま
り
開
設
の
４
年
以
上
前
の
構
想
着

手
が
理
想
だ【
図
表
２
】。ま
ず
、入
り
口
、

出
口
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
、
１

年
以
上
か
け
、
構
想
を
あ
る
程
度
具
体

的
な
形
に
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
実
現

で
き
そ
う
な
中
核
教
員
と
職
員
を
数
人

そ
ろ
え
て
設
置
検
討
組
織
を
結
成
。
事

前
相
談
ま
で
の
１
年
半
で
、
設
置
の
趣

旨
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
開
設
科
目
、

担
当
教
員
、必
要
な
施
設
・
設
備
、投
入

す
る
経
費
な
ど
を
決
め
る
。
開
設
ま
で

４
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
が

危
う
く
な
っ
て
か
ら
の
動
き
出
し
で
は

「
体
力
」
が
持
た
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　【図
表
３
】
は
、
今
回
取
材
し
た
大

学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
だ
。
京
都
産
業

大
学
は
、
２
０
２
６
年
開
設
予
定
の
新

学
環
の
検
討
を
、
約
２
年
６
か
月
前
の

２
０
２
３
年
10
月
に
始
め
て
い
る
。
学

長
の
下
に
設
置
し
た
教
員
チ
ー
ム
・
事

務
局
に
よ
り
、
教
職
協
働
で
設
置
の
必

要
性
、
め
ざ
す
教
育
な
ど
を
検
討
。
関

係
学
部
長
や
事
務
長
等
と
の
意
見
交

換
、学
長
や
理
事
会
へ
の
提
案
を
経
て
、

２
０
２
４
年
３
月
に
、
大
枠
の
構
想
が

確
定
。
８
月
ま
で
に
教
育
課
程
の
策
定

や
教
員
の
採
用
を
進
め
、
10
月
に
事
前

相
談
に
行
っ
て
い
る
。
甲
南
大
学
も
新

学
環
設
置
に
つ
な
が
る
議
論
が
始
ま
っ

た
の
は
開
設
の
２
年
９
か
月
前
。
事
前

相
談
ま
で
約
１
年
か
け
て
い
る
。

　京
都
産
業
大
学
は
新
学
環
の
前
身
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
で
に
実
施
中
で

あ
り
、
甲
南
大
学
も
新
学
環
と
趣
旨
が

近
い
学
部
間
連
携
コ
ー
ス
を
過
去
に

持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
前
例
」
が

な
い
場
合
は
、届
出
の
場
合
で
も
、も
っ

と
早
い
始
動
が
必
要
だ
ろ
う
。

      「
定
員
充
足
」
に
加
え
、「
成
功
」

の
定
義
を
決
め
る
。

　学
生
募
集
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
設

置
に
ま
つ
わ
る
文
科
行
政
、
そ
し
て
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
は
、新
設
・

改
組
の
プ
ロ
セ
ス
や
観
点
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
【
図
表
４
】。

　ま
ず
、
新
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
の

「
成
功
」
を
定
義
す
る
こ
と
。「
人
材
供

給
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
半
導
体

人
材
の
養
成
機
関
に
な
る
」（
千
葉
工

業
大
学
）、「
新
し
い
制
度
を
使
っ
た
新

設
で
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

大
学
改
革
に
弾
み
を
付
け
る
」（
京
都

産
業
大
学
）
な
ど
。
む
ろ
ん
、「
定
員

充
足
」
は
基
本
中
の
基
本
中
だ
。

　次
に
、
文
科
行
政
や
社
会
環
境
の
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
。「
補
助
金
や
法

令
改
正
は
、
自
学
の
課
題
解
決
の
後
押

し
に
な
る
一
方
、
他
大
学
が
積
極
的
に

補
助
事
業
を
活
用
す
る
状
況
は
脅
威
に

も
な
る
。
先
行
者
利
益
を
得
る
た
め
に

は
、
予
測
さ
れ
る
施
策
に
備
え
る
姿
勢

が
必
要
」（
甲
南
大
学
）。
社
会
環
境
に

つ
い
て
も
、
変
化
予
測
を
織
り
込
ん
で

教
育
内
容
を
検
討
し
た
い
。
京
都
産
業

大
学
は
、
市
場
動
向
、
競
合
校
の
動
き

な
ど
を
ふ
ま
え
、「
も
し
今
後
動
く
と

し
た
ら
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
「
２

０
３
０
年
頃
ま
で
の
〝
考
え
ら
れ
る
〞

学
部
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
学
長
室

で
作
成
。【
P.
15
図
表
３
】
の
新
学
環

構
想
は
、
こ
の
一
部
だ
と
い
う
。

　「何
か
し
ら
新
し
い
こ
と
を
し
な
い

と
…
」
と
焦
っ
て
見
切
り
発
車
し
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
。
自
学
の
強
み
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
中

長
期
計
画
を
立
て
て
臨
み
た
い
。
こ
う

し
た
中
長
期
計
画
は
経
営
戦
略
の
一
環

で
あ
り
、
法
人
が
策
定
す
べ
き
だ
。
学

部
教
員
が
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
を
感

じ
始
め
て
か
ら
動
き
出
す
手
順
で
は
、

危
機
が
及
ん
で
か
ら
の
改
革
と
な
り
手

遅
れ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
お
、
18

歳
人
口
減
少
下
で
は
、
す
で
に
あ
る
教

育
資
源
を
生
か
し
た
改
組
が
、
現
実
的

な
計
画
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
え
る
。

　そ
し
て
、
社
会
や
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
。福
井
県
立
大
学
は「
福

井
の
次
の
1
0
0
年
を
支
え
て
い
け
る

存
在
」
を
つ
く
る
意
気
込
み
で
、
地
域

や
産
業
界
の
意
見
を
重
視
し
て
い
る
。

      「
職
員
参
画
」
と
「
検
討
組
織
へ

の
権
限
委
譲
」が
ポ
イ
ン
ト【
図
表
５
】。

　「職
員
参
画
」
に
す
べ
き
理
由
に
つ

い
て
、龍
谷
大
学
岡
田
氏
は
こ
う
話
す
。

「
教
員
は
『
自
分
た
ち
に
何
が
教
え
ら

れ
る
か
』
か
ら
教
育
内
容
を
検
討
し
が

ち
だ
。『
高
校
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

ど
う
応
え
る
か
』
は
、
職
員
の
ほ
う
が

感
度
が
高
い
」。
京
都
産
業
大
学
が
挙

げ
る
職
員
参
画
の
理
由
は
、「
新
設
・

改
組
に
あ
た
っ
て
は
、
文
科
行
政
へ
の

対
応
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
調
査
な
ど
、

職
員
が
主
体
と
な
る
場
面
が
多
い
か

る
。
返
答
を
１
か
月
程
度
待
つ
こ
と
も

あ
る
が
、
構
想
段
階
か
ら
対
話
を
繰
り

返
し
て
、審
査
の
観
点
を
理
解
し
た
い
。

　事
務
相
談
に
対
応
す
る
文
科
省
職
員

は
審
査
委
員
で
は
な
い
。「
こ
の
内
容

で
審
査
に
通
る
か
」
で
は
な
く
、「
こ

の
欄
で
問
わ
れ
て
い
る
事
項
は
こ
の
範

囲
で
い
い
か
」「
こ
の
法
令
を
こ
の
よ

う
に
解
釈
し
た
が
問
題
な
い
か
」
と
、

書
類
の
書
き
方
や
ル
ー
ル
の
解
釈
を
中

心
に
聞
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。
相
談
相
手

を
指
名
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
担
当
者
の
名
前
は
覚
え
、
大
学
側

と
し
て
も
窓
口
担
当
は
一
本
化
し
た
ほ

う
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
ま
り
や
す
い
。

　な
お
、
中
教
審
特
別
部
会
で
は
設
置

認
可
審
査
の
厳
格
化
が
答
申
さ
れ
る
予

定
だ
。動
向
に
注
意
し
た
い【
図
表
11
】。

      

導
入
済
み
の
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
。

　２
０
２
５
年
度
以
降
に
開
設
す
る
学

部
等
の
設
置
認
可
申
請
や
届
出
を
行
う

場
合
は
、
該
当
の
学
部
学
科
の
み
な
ら

ず
全
学
が
改
正
設
置
基
準
に
準
じ
る
必

要
が
あ
る
。
学
修
者
本
位
の
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
た
改
正
な
の

で
、
全
学
的
な
教
育
改
革
の
き
っ
か
け

に
し
た
い
。

　関
西
国
際
大
学
は
、
新
基
準
の
目
玉

と
言
わ
れ
る
基
幹
教
員
制
度
を
２
０
２

５
年
度
開
講
の
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
に
適

用
し
、
実
務
家
教
員
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。
加
え
て
、
他
大
学
の
開
設

科
目
を
「
自
ら
開
設
」
と
み
な
す
「
大

学
等
連
携
推
進
法
人
制
度
」を
使
っ
て
、

２
０
２
６
年
度
に
他
大
学
と
の
連
携
開

設
科
目
を
設
け
る
予
定
だ
と
い
う
。

　今
回
の
取
材
大
学
に
は
、
２
０
１
９

年
施
行
の 

   ＊1

　
「
学
部
等
連
係
課
程
」
を

活
用
し
た
新
設
・
改
組
事
例
も
多
か
っ

た
。
同
制
度
は
、
複
数
学
部
か
ら
基
幹

教
員
を
出
し
合
い
、
本
来
の
所
属
学
部

と
両
方
の
専
任
教
員
を
兼
ね
る
形
で
、

「
学
環
」「
学
群
」
と
い
っ
た
学
部
相
当

の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
で
き
、
収

容
定
員
は
、
連
係
学
部
等
の
収
容
定
員

の
内
数
で
設
定
が
可
能【
図
表
12
、13
】。

各
連
係
学
部
の
施
設
・
設
備
等
を
活
用

で
き
る
ほ
か
、
学
位
の
分
野
が
変
わ
ら

な
い
場
合
は
、届
出
の
手
続
き
で
済
む
。

既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
立
ち
上

げ
ら
れ
る
点
は
、
特
に
今
後
、
経
営
環

境
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

中
、
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　こ
う
し
た
新
し
い
制
度
の
活
用
に
お

い
て
は
、
教
員
へ
の
協
力
の
仰
ぎ
方
、、

教
授
会
や
事
務
室
の
置
き
方
、
教
員
の 

   ＊2

　
エ
フ
ォ
ー
ト
管
理
な
ど
、
書
類
と
向

き
合
う
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
工
夫

や
苦
労
も
多
い
。
す
で
に
新
制
度
の
活

用
を
始
め
て
い
る
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
の
が
お
勧
め
だ
。

　

準
改
正
後
は
、
学
修
者
本
位
の
教
育
の

実
現
性
が
よ
り
強
く
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
認
可
申
請
・
届
出
は
「
社
会

に
対
す
る
約
束
」
で
あ
り
、「
教
育
の

プ
ロ
」
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

　手
続
き
の
ス
テ
ッ
プ
と
ポ
イ
ン
ト
を

【
図
表
９
】
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
は
制

度
を
理
解
す
る
（
①
〜
④
）。「
手
引
や

法
令
の
ほ
か
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

内
部
質
保
証
な
ど
高
等
教
育
の
流
れ
を

理
解
し
て
い
る
職
員
を
そ
ろ
え
な
け
れ

ば
前
に
進
ま
な
い
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　教
育
施
策
を
記
入
す
る
際
は
、「
○

○
を
実
現
す
る
た
め
に
ク
オ
ー
タ
ー
制

に
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
根
拠
を
併

記
す
る
こ
と
が
大
切
だ
（
⑤
）。
め
ざ

す
人
材
育
成
に
対
す
る
施
策
の
妥
当
性

は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

　文
科
省
へ
の
相
談
開
始
以
降
は
、
高

等
教
育
全
般
の
深
い
理
解
と
ミ
ス
の
な

い
書
類
で
、信
頼
関
係
を
築
き
た
い（
⑥

⑦
）。
相
談
に
は
、
手
続
き
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
「
事
務
相
談
」
と
、
申
請

内
容
が
認
可
申
請
／
届
出
の
ど
ち
ら
に

分
類
さ
れ
る
か
な
ど
を
文
科
省
が
判
断

す
る「
事
前
相
談
」が
あ
る【
図
表
10
】。

　い
ず
れ
の
相
談
も
義
務
で
は
な
い

が
、
い
き
な
り
届
出
、
認
可
申
請
に
臨

む
の
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。
事
務
相

談
の
う
ち
、
リ
モ
ー
ト
会
議
形
式
の
相

談
は
原
則
と
し
て
設
置
認
可
申
請
案
件

の
み
だ
が
、
届
出
に
関
す
る
質
問
も

メ
ー
ル
で
な
ら
受
け
付
け
て
も
ら
え

設
置
認
可
申
請
の
進
め
方

＊文部科学省「令和4年度大学設置基準等の改正について～学修者本位の大学教育の実現に向けて～」（2022年）、同解説動画を基にBetween編集部で作成（一部省略）

【大学教育の実践に係る基本要素】

教育課程教育研究資源
学位を取得させるに当た
り、当該学位のレベルと
分野に応じて達成すべき
能力を明示し、それを修
得させるように体系的に
設計した教育プログラム

教育課程については、各大学等の人材養
成目的に沿って策定したディプロマ・ポリ
シーに基づいて、カリキュラム・ポリシーを策
定し、これに基づき、個々の授業科目を設定
することが求められている。設置認可審査
においても、それぞれの項目間での関連性、
整合性等もふまえた確認・指摘がなされる。

組織運営

人材養成
目的

教員
（数、教員資格）

学術資料
（図書等）

教育研究環境
（教室、研究室等） ＤＰ ＣＰ 授業

科目

基本組織（学部等）

大学
事務組織 教員組織

学位プログラム

人材養成目的

設置基準第2条
（教育研究上の目的）

設置基準第４章
（教員資格）

設置基準第10条（基幹教員数）

設置基準第8条
（授業科目担当）

設置基準第19条
（教育課程編成方針）

【設置認可審査における確認（イメージ）】

教育課程 授業科目 基幹教員 基幹教員数

資格審査

佐賀大学

京都産業大学

甲南大学

関西国際大学

龍谷大学
岡田氏

【図表6】学内の合意形成や調整の工夫例 

【図表8】３つのポリシーに基づく大学教育の実践に係る基本要素 

▶「佐賀大学のこれからービジョン2030ー」に記載する「時代のニーズに対応した分野横断型の学位プログラムの
構築」を実現すべく、執行部を中心に時間をかけて検討
▶協力学部をはじめとする学内構成員に対して、新設組織のコンセプトを明確に伝え、想定される負担について十分
な説明を行うこと

▶しっかり時間を取って、適切な手順で丁寧に粘り強く対応することに尽きる
▶多様な意見を受け止め、整理する。グローバル教養学環の設置にあたっては、検討過程での厳しい指摘や意見が、
突破口を開くきっかけとなり、結果的に、当初の構想よりもさまざまな面で優れたものになった

▶学長（学部長）のリーダーシップが最重要
▶データや自学が置かれている状況を提示し、「必然性」を合理的に説明していく。 18歳人口減は、もはや「リスク」で
はなく、「クライシス（危機）」。自分の所属がなくなるかもしれないという事実に直面して、なお、「変わらない」という選択
肢が果たしてあるのかを理解してもらうことで、改革が始まる
▶なじみのない「学部等連係課程」を使った学環の設置は、地道に、社会や産業界、高校教員の声や期待を集めて
学内に共有し、徐々に理解者を増やしている

▶「プロダクトアウト」ではなく「マーケットイン」という視点を徹底して議論していくことが重要
▶学内の教員だけではなく、自治体、地域団体、海外大学など多様なセクターとの連携を推進することで、「教えたい教
育」ではなく、学生や社会が求めている教育をどう実現するか、という視点から議論を重ねている

▶「スクラップ＆ビルド」は既得権益へ切り込むことになるので苦労するが、これはどこの大学も経験し、かつ乗り越えなけ
ればならないハードル。だからこそ、既存学部等との利害関係がなく、客観的な立場にある法人の経営企画室や学長室
などが、大学設置基準や学校教育法、私立学校法などの法令、さらには文部科学省からの通達、各種手引きに基づき、
「ルールやレギュレーションに従った取り組みをしてもらわなければ改組はできない」と説明し、納得してもらうことが肝要
▶その前提として、教員と職員との十分なコミュニケーションや相互理解、丁々発止し合える信頼関係を醸成しておく

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

A Q.

学
内
の
合
意
形
成
が
難

し
い
。解
決
策
は
？

A Q.
久
々
に
新
設
す
る
。手

続
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

○ 教育課程・教育研究実施組織その他専門事項の審査意見案の作成（専門審査）　○ 基幹教員（専任教員）の資格審査（教員審査）
※ 教育学・保育、法学、経済学、理学、工学、情報、環境、保健衛生学等の32専門委員会から、審査対象案件の学問の専攻分野に応じて設置

【図表7】大学設置・学校法人審議会の審査体制

＊文部科学省「大学設置・学校法人審議会の審査体制について」

大学設置・学校法人審議会
≪委員：29人以内（政令）≫

大学設置分科会　【委員：15人、特別委員：30人】
名称、教育課程、教育研究実施組織、校地、校舎等について、学
校教育法及び「大学設置基準」等に適合しているかどうかを審査。
○ 審査案件の最終判定　○ 附帯事項の決定

財政計画・管理運営等について、私立学校法及び「学校法人の寄附行為及
び寄附行為変更の認可に関する審査基準」等に適合しているかどうかを審査。
○ 審査案件の最終判定　○ 附帯事項の決定

学校法人分科会　【委員：14人、特別委員：11人】

運営委員会 
【分科会委員（分科会長・分科会長職務代理を

含む。）及び特別委員】 
○ 分科会の議案の整理  ○ 審査会相互間の調整
○ 分科会から特に付託された事項の審議

特別部会
【分科会委員又は特別委員及び専門委員】

学生確保審査特別部会
【分科会委員又は特別委員及び専門委員】※構成員固定

審査会 【分科会委員・特別委員・専門委員】
○ 審査意見の作成　○ 判定案の作成　○ 附帯事項案の作成

連携 設置計画履行状況等調査委員会
【分科会委員・特別委員・専門委員】

○ 特別の事項を審議（学校法人制度に係る事項など）

○ 学生確保に関する審査方法の決定
○ 学生確保に関する審査意見の作成
○ 学生確保に関する附帯事項案の作成

専門委員会 【専門委員】※専門委員の総勢は約300人

※ 審査案件数に応じて、３審査会（第１～第３）体制で審査
※ 別途、特別審査会（国際化（ＪＤ）、学際領域等）を設置
※ 必要に応じて、産業界等の見識を有する「参考人」の所見を参考とする ○ 設置計画履行状況等調査の実施に関する事項等



特集  新設・改組のこれから

2021
2022
2022
2023
2023
2023
2023
2024
2024
2024
2024
2025
2025
2025

岐阜大学
京都光華女子大学
名古屋商科大学
明星大学
和歌山大学
京都ノートルダム女子大学
桐蔭横浜大学
熊本大学
茨城キリスト教大学
甲南大学
西九州大学
東北福祉大学
京都ノートルダム女子大学
山口大学

ら
」だ
。た
だ
し
、参
画
す
る
か
ら
に
は
、

高
等
教
育
、
文
科
行
政
、
社
会
動
向
の

知
識
を
備
え
、
教
員
に
対
し
て
説
得
力

の
あ
る
説
明
を
行
う
力
量
が
必
要
だ
。

　「検
討
組
織
の
権
限
」
は
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
結
局
、
執
行
部
や
教
授
会
の

反
対
に
あ
っ
た
場
合
、
改
革
が
進
ま
な

い
。
準
備
委
員
会
等
を
設
置
す
る
前
の

構
想
段
階
で
は
、
学
長
室
な
ど
を
統
括

部
署
と
し
、
法
人
が
全
権
を
委
任
す
る

の
が
妥
当
だ
。龍
谷
大
学
の
岡
田
氏
は
、

「
既
存
学
部
の
改
組
で
あ
っ
て
も
、
学

長
室
、
経
営
企
画
室
な
ど
第
三
者
の
統

括
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
る
。
当
該
学

部
の
事
務
室
と
比
べ
、
教
授
会
に
対
し

て
も
、
客
観
的
に
問
題
点
や
改
善
点
を

指
摘
し
や
す
い
の
が
そ
の
理
由
だ
。

      

日
頃
か
ら
関
係
を
築
き
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

　今
後
の
募
集
環
境
を
考
え
れ
ば
、
定

員
を
純
増
し
て
教
員
を
新
た
に
呼
び
込

む
「
増
設
」
は
減
り
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
」が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

所
属
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
教
員
か
ら

の
反
発
は
必
至
だ
。
ま
た
、「
学
部
等

連
係
課
程
」
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
を

使
っ
た
新
設
も
、負
担
増
の
懸
念
な
ど
、

抵
抗
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
教

育
を
担
う
の
は
教
員
な
の
で
、
教
員
自

身
が
構
想
に
納
得
し
、
前
向
き
に
な
ら

な
い
と
、よ
い
教
育
は
提
供
で
き
な
い
。

【
図
表
６
】に
有
効
な
工
夫
例
を
示
し
た
。

　予
測
デ
ー
タ
を
示
し
て
組
織
改
編
の

必
然
性
を
説
明
す
る
、
京
都
産
業
大
学

が
取
っ
た
方
法
が
、ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

別
の
あ
る
大
学
で
は
、
当
初
は
乗
り
気

で
は
な
か
っ
た
教
員
陣
が
、
設
置
が
１

年
遅
れ
る
と
先
行
者
利
益
が
激
減
す
る

試
算
を
見
て
協
力
に
転
じ
た
。
関
西
国

際
大
学
の
よ
う
に
学
外
セ
ク
タ
ー
の
声

を
聞
き
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
教

育
像
を
提
示
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　甲
南
大
学
や
佐
賀
大
学
は
、
根
気
よ

く
説
明
す
る
手
法
を
取
っ
た
。
甲
南
大

学
で
は
学
部
等
連
係
課
程
構
想
の
学
内

説
明
会
を
開
催
し
た
際
、「
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
」な
ど
、

厳
し
い
反
応
も
あ
っ
た
。し
か
し
、一
つ

ひ
と
つ
の
意
見
に
応
え
る
べ
く
、
し
く

み
を
整
備
し
て
い
っ
た
結
果
、
計
画
が

大
幅
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　前
提
と
し
て
、
教
員
・
職
員
間
の
日

常
的
な
関
係
性
の
構
築
が
重
要
だ
。
日

頃
か
ら
デ
ー
タ
を
交
え
て
教
育
や
大
学

の
将
来
に
つ
い
て
話
す
、
自
学
（
部
）

の
強
み
や
理
想
像
を
共
有
す
る
、
と

い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

て
い
れ
ば
、議
論
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

千
葉
工
業
大
学
の
よ
う
に
、
時
間
を
か

け
て
教
職
協
働
体
制
を
築
き
つ
つ
、
研

究
の
充
実
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
教

員
が
協
力
的
な
例
も
あ
る
（
P.
36
）。

      

プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
か
ら
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
。

　〝新
学
部
を
つ
く
れ
ば
学
生
が
集
ま

る
〞
時
代
は
と
う
に
終
わ
っ
て
い
る
。

国
が
後
押
し
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー

ン
系
新
学
部
で
も
、
初
年
度
か
ら
未
充

足
の
ケ
ー
ス
も
あ
る（【
P.
４
図
表
８
】

参
照
）。
龍
谷
大
学
で
長
年
、
新
設
・

改
組
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
田
雄
介
入

試
部
長
（
P.
17
）
は
、「
教
員
が
や
り

た
い
教
育
を
看
板
に
す
る
『
プ
ロ
ダ
ク

ト
ア
ウ
ト
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
最
早

偏
差
値
上
位
校
な
ど
の
一
部
の
大
学
で

し
か
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

は
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
学

部
・
学
科
を
つ
く
る
『
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
』
型
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鉄
則
だ
。
教
員

の
発
案
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

      

制
度
の
理
解
と
文
科
省
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

　申
請
書
類
を
審
査
す
る
大
学
設
置
・

学
校
法
人
審
議
会
に
は
２
つ
の
分
科
会

が
あ
る【
図
表
７
】。全
大
学
を
対
象
に
、

主
に
教
学
事
項
を
審
査
す
る
の
が
「
大

学
設
置
分
科
会
」。
他
方
、「
学
校
法
人

分
科
会
」
は
、
私
立
大
学
の
申
請
の
み

が
対
象
で
、
主
に
学
校
法
人
と
し
て
の

管
理
運
営
・
財
政
面
を
審
査
す
る
。

　大
学
設
置
分
科
会
が
重
視
す
る
点
の

一
つ
が
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
教
育
体

制
・
内
容
の
一
貫
性
だ
【
図
表
８
】。

授
業
や
教
員
の
配
置
が
人
材
養
成
目
的

を
か
な
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、論
理
的
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　学
部
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、「
認
可

申
請
」「
届
出
」
い
ず
れ
か
の
方
法
で

行
う
。
既
存
の
組
織
と
同
じ
分
野
の
学

部
等
で
あ
れ
ば
、
書
類
の
届
出
で
設
置

で
き
る
。
両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
教

員
審
査
の
有
無
だ
。
認
可
申
請
で
は
大

学
設
置
基
準
と
の
適
合
に
加
え
、経
歴
、

実
績
な
ど
が
審
査
さ
れ
、
不
可
の
教
員

が
出
れ
ば
短
期
間
で
代
わ
り
の
人
材
を

探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。「
審
査
は
厳
し

い
。
教
員
候
補
者
は
、
十
分
に
余
裕
を

み
て
準
備
す
べ
き
」（
福
井
県
立
大
学
）。

　審
査
が
厳
格
な
の
は
、
国
と
し
て
高

等
教
育
の
質
を
保
つ
た
め
だ
。
設
置
基
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＊１ 正式な制度名は「学部・研究科等の組織の枠を超えた学位プログラム」
＊2 研究、教育、管理業務等の各業務に従事する時間配分

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
意
思
決
定
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　入
り
口
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
集
ま

る
見
込
み
を
設
置
構
想
段
階
で
し
っ
か

り
調
査
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
近
隣
の

競
合
大
学
に
同
系
統
の
学
部
・
学
科
が

あ
れ
ば
、
そ
の
志
願
状
況
を
ま
と
め
、

自
学
の
優
位
性
を
示
す
。
公
私
立
大
学

で
は
申
請
時
に
説
明
を
求
め
ら
れ
る
内

容
だ
が
、
書
類
作
成
段
階
に
な
っ
て
か

ら
の
調
査
で
は
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
だ
構

想
と
は
言
え
な
い
。
地
方
大
学
で
あ
れ

ば
、
併
せ
て
首
都
圏
や
近
畿
圏
な
ど
都

市
部
の
動
向
も
調
べ
て
お
き
た
い
。
競

争
が
激
し
い
市
場
で
も
伸
び
て
い
る
大

学
の
施
策
は
次
の
一
手
の
参
考
に
な
る
。

　出
口
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
見
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。
高

校
生
の
「
人
気
」
は
、
今
現
在
の
社
会

状
況
に
影
響
さ
れ
が
ち
だ
が
、
構
想
中

の
新
学
部
が
卒
業
生
を
出
す
の
は
早
く

て
６
、
７
年
後
。
そ
れ
以
降
も
ニ
ー
ズ

が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
な
け
れ
ば
、
学

生
の
就
職
・
就
業
が
危
う
い
。
特
に
資

格
系
は
要
注
意
だ
。
自
学
が
立
て
た
仮

説
に
つ
い
て
、
産
業
界
に
も
意
見
を
聞

い
て
お
き
た
い
。
佐
賀
大
学
は
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
の
構
想
に

あ
た
り
、
化
粧
品
関
連
企
業
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
甲
南
大
学
も
新
学
部
検

討
時
は
関
連
企
業
に
採
用
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
新
設
・

改
組
を
す
る
際
の
５
つ
の
鉄
則
を
【
図

表
１
】に
ま
と
め
た
。参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

新
設
な
ら
構
想
に
２
年
半
以
上
、

手
続
き
に
１
年
半
を
見
込
む
。

　申
請
・
届
出
手
続
き
自
体
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
文
科
省
の 

    ＊1

　
「
手
引
」
を

見
れ
ば
わ
か
る
。新
学
部
設
置
の
場
合
、

開
設
１
年
前
に
認
可
申
請
・
届
出
、     ＊2

　
事

前
相
談
が
必
要
な
計
画
で
あ
れ
ば
、
そ

の
半
年
前
ま
で
に
行
う
こ
と
が
標
準
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
。こ
の
・
・
・
・
・
・
・

事
前
相
談
の
時
点
で
、

詳
細
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
検
討
開
始
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
把
握
す
る
に

は
、
構
想
を
固
め
る
ま
で
に
要
す
る
期

間
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　経
験
者
に
聞
く
と
、
設
置
認
可
申
請

を
伴
う
新
設
の
、
構
想
着
手
か
ら
事
前

相
談
ま
で
の
期
間
は
「
２
年
半
以
上
」。

つ
ま
り
開
設
の
４
年
以
上
前
の
構
想
着

手
が
理
想
だ【
図
表
２
】。ま
ず
、入
り
口
、

出
口
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
、
１

年
以
上
か
け
、
構
想
を
あ
る
程
度
具
体

的
な
形
に
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
実
現

で
き
そ
う
な
中
核
教
員
と
職
員
を
数
人

そ
ろ
え
て
設
置
検
討
組
織
を
結
成
。
事

前
相
談
ま
で
の
１
年
半
で
、
設
置
の
趣

旨
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
開
設
科
目
、

担
当
教
員
、必
要
な
施
設
・
設
備
、投
入

す
る
経
費
な
ど
を
決
め
る
。
開
設
ま
で

４
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
が

危
う
く
な
っ
て
か
ら
の
動
き
出
し
で
は

「
体
力
」
が
持
た
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　【図
表
３
】
は
、
今
回
取
材
し
た
大

学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
だ
。
京
都
産
業

大
学
は
、
２
０
２
６
年
開
設
予
定
の
新

学
環
の
検
討
を
、
約
２
年
６
か
月
前
の

２
０
２
３
年
10
月
に
始
め
て
い
る
。
学

長
の
下
に
設
置
し
た
教
員
チ
ー
ム
・
事

務
局
に
よ
り
、
教
職
協
働
で
設
置
の
必

要
性
、
め
ざ
す
教
育
な
ど
を
検
討
。
関

係
学
部
長
や
事
務
長
等
と
の
意
見
交

換
、学
長
や
理
事
会
へ
の
提
案
を
経
て
、

２
０
２
４
年
３
月
に
、
大
枠
の
構
想
が

確
定
。
８
月
ま
で
に
教
育
課
程
の
策
定

や
教
員
の
採
用
を
進
め
、
10
月
に
事
前

相
談
に
行
っ
て
い
る
。
甲
南
大
学
も
新

学
環
設
置
に
つ
な
が
る
議
論
が
始
ま
っ

た
の
は
開
設
の
２
年
９
か
月
前
。
事
前

相
談
ま
で
約
１
年
か
け
て
い
る
。

　京
都
産
業
大
学
は
新
学
環
の
前
身
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
で
に
実
施
中
で

あ
り
、
甲
南
大
学
も
新
学
環
と
趣
旨
が

近
い
学
部
間
連
携
コ
ー
ス
を
過
去
に

持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
前
例
」
が

な
い
場
合
は
、届
出
の
場
合
で
も
、も
っ

と
早
い
始
動
が
必
要
だ
ろ
う
。

      「
定
員
充
足
」
に
加
え
、「
成
功
」

の
定
義
を
決
め
る
。

　学
生
募
集
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
設

置
に
ま
つ
わ
る
文
科
行
政
、
そ
し
て
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
は
、新
設
・

改
組
の
プ
ロ
セ
ス
や
観
点
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
【
図
表
４
】。

　ま
ず
、
新
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
の

「
成
功
」
を
定
義
す
る
こ
と
。「
人
材
供

給
不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
半
導
体

人
材
の
養
成
機
関
に
な
る
」（
千
葉
工

業
大
学
）、「
新
し
い
制
度
を
使
っ
た
新

設
で
、
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

大
学
改
革
に
弾
み
を
付
け
る
」（
京
都

産
業
大
学
）
な
ど
。
む
ろ
ん
、「
定
員

充
足
」
は
基
本
中
の
基
本
中
だ
。

　次
に
、
文
科
行
政
や
社
会
環
境
の
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
。「
補
助
金
や
法

令
改
正
は
、
自
学
の
課
題
解
決
の
後
押

し
に
な
る
一
方
、
他
大
学
が
積
極
的
に

補
助
事
業
を
活
用
す
る
状
況
は
脅
威
に

も
な
る
。
先
行
者
利
益
を
得
る
た
め
に

は
、
予
測
さ
れ
る
施
策
に
備
え
る
姿
勢

が
必
要
」（
甲
南
大
学
）。
社
会
環
境
に

つ
い
て
も
、
変
化
予
測
を
織
り
込
ん
で

教
育
内
容
を
検
討
し
た
い
。
京
都
産
業

大
学
は
、
市
場
動
向
、
競
合
校
の
動
き

な
ど
を
ふ
ま
え
、「
も
し
今
後
動
く
と

し
た
ら
」
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た
「
２

０
３
０
年
頃
ま
で
の
〝
考
え
ら
れ
る
〞

学
部
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
学
長
室

で
作
成
。【
P.
15
図
表
３
】
の
新
学
環

構
想
は
、
こ
の
一
部
だ
と
い
う
。

　「何
か
し
ら
新
し
い
こ
と
を
し
な
い

と
…
」
と
焦
っ
て
見
切
り
発
車
し
て
も

う
ま
く
い
か
な
い
。
自
学
の
強
み
を
見

つ
め
直
し
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
の
中

長
期
計
画
を
立
て
て
臨
み
た
い
。
こ
う

し
た
中
長
期
計
画
は
経
営
戦
略
の
一
環

で
あ
り
、
法
人
が
策
定
す
べ
き
だ
。
学

部
教
員
が
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
ズ
レ
を
感

じ
始
め
て
か
ら
動
き
出
す
手
順
で
は
、

危
機
が
及
ん
で
か
ら
の
改
革
と
な
り
手

遅
れ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
お
、
18

歳
人
口
減
少
下
で
は
、
す
で
に
あ
る
教

育
資
源
を
生
か
し
た
改
組
が
、
現
実
的

な
計
画
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
え
る
。

　そ
し
て
、
社
会
や
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
。福
井
県
立
大
学
は「
福

井
の
次
の
1
0
0
年
を
支
え
て
い
け
る

存
在
」
を
つ
く
る
意
気
込
み
で
、
地
域

や
産
業
界
の
意
見
を
重
視
し
て
い
る
。

      「
職
員
参
画
」
と
「
検
討
組
織
へ

の
権
限
委
譲
」が
ポ
イ
ン
ト【
図
表
５
】。

　「職
員
参
画
」
に
す
べ
き
理
由
に
つ

い
て
、龍
谷
大
学
岡
田
氏
は
こ
う
話
す
。

「
教
員
は
『
自
分
た
ち
に
何
が
教
え
ら

れ
る
か
』
か
ら
教
育
内
容
を
検
討
し
が

ち
だ
。『
高
校
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

ど
う
応
え
る
か
』
は
、
職
員
の
ほ
う
が

感
度
が
高
い
」。
京
都
産
業
大
学
が
挙

げ
る
職
員
参
画
の
理
由
は
、「
新
設
・

改
組
に
あ
た
っ
て
は
、
文
科
行
政
へ
の

対
応
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
調
査
な
ど
、

職
員
が
主
体
と
な
る
場
面
が
多
い
か

る
。
返
答
を
１
か
月
程
度
待
つ
こ
と
も

あ
る
が
、
構
想
段
階
か
ら
対
話
を
繰
り

返
し
て
、審
査
の
観
点
を
理
解
し
た
い
。

　事
務
相
談
に
対
応
す
る
文
科
省
職
員

は
審
査
委
員
で
は
な
い
。「
こ
の
内
容

で
審
査
に
通
る
か
」
で
は
な
く
、「
こ

の
欄
で
問
わ
れ
て
い
る
事
項
は
こ
の
範

囲
で
い
い
か
」「
こ
の
法
令
を
こ
の
よ

う
に
解
釈
し
た
が
問
題
な
い
か
」
と
、

書
類
の
書
き
方
や
ル
ー
ル
の
解
釈
を
中

心
に
聞
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。
相
談
相
手

を
指
名
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
担
当
者
の
名
前
は
覚
え
、
大
学
側

と
し
て
も
窓
口
担
当
は
一
本
化
し
た
ほ

う
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
た
ま
り
や
す
い
。

　な
お
、
中
教
審
特
別
部
会
で
は
設
置

認
可
審
査
の
厳
格
化
が
答
申
さ
れ
る
予

定
だ
。動
向
に
注
意
し
た
い【
図
表
11
】。

      

導
入
済
み
の
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
。

　２
０
２
５
年
度
以
降
に
開
設
す
る
学

部
等
の
設
置
認
可
申
請
や
届
出
を
行
う

場
合
は
、
該
当
の
学
部
学
科
の
み
な
ら

ず
全
学
が
改
正
設
置
基
準
に
準
じ
る
必

要
が
あ
る
。
学
修
者
本
位
の
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
た
改
正
な
の

で
、
全
学
的
な
教
育
改
革
の
き
っ
か
け

に
し
た
い
。

　関
西
国
際
大
学
は
、
新
基
準
の
目
玉

と
言
わ
れ
る
基
幹
教
員
制
度
を
２
０
２

５
年
度
開
講
の
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
に
適

用
し
、
実
務
家
教
員
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。
加
え
て
、
他
大
学
の
開
設

科
目
を
「
自
ら
開
設
」
と
み
な
す
「
大

学
等
連
携
推
進
法
人
制
度
」を
使
っ
て
、

２
０
２
６
年
度
に
他
大
学
と
の
連
携
開

設
科
目
を
設
け
る
予
定
だ
と
い
う
。

　今
回
の
取
材
大
学
に
は
、
２
０
１
９

年
施
行
の 

   ＊1

　
「
学
部
等
連
係
課
程
」
を

活
用
し
た
新
設
・
改
組
事
例
も
多
か
っ

た
。
同
制
度
は
、
複
数
学
部
か
ら
基
幹

教
員
を
出
し
合
い
、
本
来
の
所
属
学
部

と
両
方
の
専
任
教
員
を
兼
ね
る
形
で
、

「
学
環
」「
学
群
」
と
い
っ
た
学
部
相
当

の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
で
き
、
収

容
定
員
は
、
連
係
学
部
等
の
収
容
定
員

の
内
数
で
設
定
が
可
能【
図
表
12
、13
】。

各
連
係
学
部
の
施
設
・
設
備
等
を
活
用

で
き
る
ほ
か
、
学
位
の
分
野
が
変
わ
ら

な
い
場
合
は
、届
出
の
手
続
き
で
済
む
。

既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
立
ち
上

げ
ら
れ
る
点
は
、
特
に
今
後
、
経
営
環

境
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

中
、
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　こ
う
し
た
新
し
い
制
度
の
活
用
に
お

い
て
は
、
教
員
へ
の
協
力
の
仰
ぎ
方
、、

教
授
会
や
事
務
室
の
置
き
方
、
教
員
の 

   ＊2

　
エ
フ
ォ
ー
ト
管
理
な
ど
、
書
類
と
向

き
合
う
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
工
夫

や
苦
労
も
多
い
。
す
で
に
新
制
度
の
活

用
を
始
め
て
い
る
大
学
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
の
が
お
勧
め
だ
。

　

準
改
正
後
は
、
学
修
者
本
位
の
教
育
の

実
現
性
が
よ
り
強
く
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
認
可
申
請
・
届
出
は
「
社
会

に
対
す
る
約
束
」
で
あ
り
、「
教
育
の

プ
ロ
」
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

　手
続
き
の
ス
テ
ッ
プ
と
ポ
イ
ン
ト
を

【
図
表
９
】
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
は
制

度
を
理
解
す
る
（
①
〜
④
）。「
手
引
や

法
令
の
ほ
か
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

内
部
質
保
証
な
ど
高
等
教
育
の
流
れ
を

理
解
し
て
い
る
職
員
を
そ
ろ
え
な
け
れ

ば
前
に
進
ま
な
い
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　教
育
施
策
を
記
入
す
る
際
は
、「
○

○
を
実
現
す
る
た
め
に
ク
オ
ー
タ
ー
制

に
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
根
拠
を
併

記
す
る
こ
と
が
大
切
だ
（
⑤
）。
め
ざ

す
人
材
育
成
に
対
す
る
施
策
の
妥
当
性

は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

　文
科
省
へ
の
相
談
開
始
以
降
は
、
高

等
教
育
全
般
の
深
い
理
解
と
ミ
ス
の
な

い
書
類
で
、信
頼
関
係
を
築
き
た
い（
⑥

⑦
）。
相
談
に
は
、
手
続
き
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
「
事
務
相
談
」
と
、
申
請

内
容
が
認
可
申
請
／
届
出
の
ど
ち
ら
に

分
類
さ
れ
る
か
な
ど
を
文
科
省
が
判
断

す
る「
事
前
相
談
」が
あ
る【
図
表
10
】。

　い
ず
れ
の
相
談
も
義
務
で
は
な
い

が
、
い
き
な
り
届
出
、
認
可
申
請
に
臨

む
の
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。
事
務
相

談
の
う
ち
、
リ
モ
ー
ト
会
議
形
式
の
相

談
は
原
則
と
し
て
設
置
認
可
申
請
案
件

の
み
だ
が
、
届
出
に
関
す
る
質
問
も

メ
ー
ル
で
な
ら
受
け
付
け
て
も
ら
え

【図表9】設置認可申請・届出は「社会に対する約束」～「この大学なら大丈夫」と信頼されるための認可申請・届出７つのステップ

【図表13】学部等連係課程を活用した学環・学群等設置例

【図表10】「事務相談」と「事前相談」の違い【図表11】設置基準や設置認可審査
が見直される予定 

▶毎年少しずつ変更点があるので、必ず最新の「手引」を読み込む
▶設置認可審査は「書類審査」なので、手順を知るだけでなく、提出書類の様式別に、文科省がこれで何を審査し
ようとしているのかを把握しておく。設置作業は、「事務作業」ではなく「高等教育の設計」であることを肝に銘じたい

▶文科省への相談機会は「事務相談」と「事前相談」の２つがあるので、注意する（【図表10】参照）
▶「事務相談」は、期間や回数の制限はない。相談する中でお互いの理解が進み、よりよい新設・改組になりや
すいため、積極的に相談を。その際、質問する部署は１つにしたほうが、質問の質が高まり、ノウハウが蓄積されや
すい。なるべく、「YES／NO」で答えやすい質問にする、複数ある場合は、ワードにまとめて添付するなどの工夫を
▶「事前相談」は、届出により手続を進める場合には行ったほうがよい。なお、ここから設置計画の変更は「事前
相談」の判定結果が原則無効になることに注意したい

▶設置・審査は書類審査。大学設置基準への十分な理解がないままの計画、根本的な誤りや、単純な誤字、脱字、
文言の不統一等がある書類では、認可が通りにくく、高等教育のプロとしての、大学の姿勢が問われる。たとえ認可さ
れても、附帯事項が多く付き、設置後の「設置計画履行状況等調査（アフターケア＜ＡＣ＞）への対応に追われやすい

▶大学設置基準・学校教育法・私立学校法その他関連法令（改正されたり要件が変更になっていたりするので、
注意）
▶「大学設置基準」は最低限の水準を示したもので、本来はそれ以上のものを求められていることに注意
▶「学部等連係課程」を活用した学環の設置など、新しい制度を利用する場合は、先達の大学にヒアリングする
と理解が進み、注意点もわかる

▶特に新設・増員を伴う場合は、「質」を強く問われるので、内部質保証や教学マネジメントへの理解と、そのしくみ
の構築が必要。３つのポリシーに、明確な質保証の観点を取り入れることが極めて重要

▶大学設置室Webサイト（https://www.dsecchi.mext.go.jp）に公開されている、すでに認可を受けた他大学
の申請書類には「なるほど」と思うものも多い。ロジックなども参考にして自学の書類作成に生かしたい
▶認可を受けた大学の附帯事項も、注意すべき点がわかるので参照したい

▶新設・改組のコンセプトを十分に理解してもらうため、社会的なニーズに対してどのように応えようとしているの
か、客観的に説明できるようにする

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

＊各大学の公開情報を基に、Between編集部にてまとめ。いずれも、設置年度時の情報

＊文部科学省資料を基に、Between編集部にてまとめ

＊中央教育審議会大学分科会「我が国の『知の総和』向上の未来像
～高等教育システムの再構築～（答申案）」（2025年１月）

＊文部科学省「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引」（令和8年度開設用）を基にBetween編集部にてまとめ

①文科省の「手引」を
よく読み理解する

【図表12】学部等連係課程の概要 
学生のニーズや社会の変化に柔軟かつ機動的に対応
した学位プログラムの構築を促進

□基幹教員は、類似する分野の学部等と同じ数を置く
ものとし、当該学部等連係課程と連係及び協力する学
部等の基幹教員が兼務可能
□校舎の面積及び附属施設の基準は、連係協力学部
等がそれぞれ基準を満たせばOK
□学生の収容定員は、連係する学部の収容定員の内
数で設定
□学内資源を活用して設置されることから、審査プロセスの
簡略化を図る（開設の2か月前にあたる１月末まで届出が可
能で、教員個人調書などいくつかの書類は提出が不要）

狙い

目的

事務相談

社会システム経営学環
人間健康学群
経営管理課程
データサイエンス学環
社会インフォマティクス学環
社会情報課程
現代教養学環
情報融合学環
未来教養学環
グローバル教養学環
デジタル社会共創学環
応用福祉学連係教育課程
女性キャリアデザイン学環
ひと・まち未来共創学環

30
12
80
30
30
20
70
60
20
25
60
80
30
40

工学部、応用生物科学部、地域科学部
健康科学部、キャリア形成学部、こども教育学部
商学部、経営学部、経済学部
情報学部、理工学部、経済学部
経済学部、観光学部、システム工学部
国際言語文化学部、現代人間学部
法学部、医用工学部、スポーツ科学部
法学部、理学部、工学部、医学部
文学部、生活科学部、経営学部
法学部、マネジメント創造学部
健康栄養学部、健康福祉学部
総合福祉学部、共生まちづくり学部、健康科学部
国際言語文化学部、現代人間学部
教育学部、経済学部、理学部、国際総合科学部

事前相談

制度や
求められる
レベルを
知る

客観的な
根拠を示す

確実な
申請をする

②関連法令を
読み込み理解する

③教学マネジメント、内部質
保証の理解と学内での構築

④他大学の
申請書類をチェックする

⑤社会的なニーズを
把握する

⑥文科省と密で良好な
コミュニケーションを取る

⑦ミスのない書類づくり

手続き（記入方法や審査スケジュールなど）
について、大学設置事務室（大学教育・入試
課大学設置室及び私学部私学行政課法人
係）に相談

新たな質保証・向上システムの構築…時代の
変化を踏まえた教育環境の充実の観点や新陳
代謝を促す観点から、設置基準の見直しや、設
置認可審査の見直し等が必要である。

・社会的な必要性や持続可能で質の高い学修環境・研
究環境であるかという視点をこれまで以上に重視するこ
ととし、通信教育課程を含め、基幹教員の配置に係る基
準や指導補助者の基準等について制度改善を行う。
・設置認可審査において、スケジュールの見直しを検討
するとともに、従来の学問分野に収まらない分野の審査
を行う体制を整備する。

随時、制限なし（オンライン相談のみ相談可能日
予約制、相談事項別に、優先相談期間もあり）

開設・変更年度により、年５回程度、複数の受
付期間あり

事前相談は義務ではないが、確実に認可申請
や届出を進めるためには相談すべき。なお、届
出時または認可申請時に提出された内容が事
前相談時に提出された内容と異なる場合は、事
前相談の結果が「可」であっても、無効になる

認可申請や届出を行う前に、大学設置分科会
運営委員会に書類を提出し、①教員審査の省
略、②認可又は届出、③名称変更の該当の
適否について、相談

申請書については、具体的に確認したい箇
所を示す。添削の求めには応えられない

メールで書類提出、結果通達は約２か月後大学設置基準及び
設置認可審査等の見直し

注意
事項

期間・
回数

メール、電話、オンライン相談
具体的方策

手段

【従来の学位プログラム】 【学部等連係課程】
学内資源を活用して学部横断的な教育を実現学生の所属する組織

＝教員が所属する組織
＝学位プログラム
の一対一の関係

設置年度 大学名 入学定員（名）連係協力学部等名称

主な
改正内容

学生

教職員

管理運営（教授会等）

学位プログラム

学位プログラム

学部等

学生

教職員

緊密に連係
協力する学部等

学部等連係課程実施基本組織

管理運営
組織

教職員
（兼任可）

学生
（連係協力する
学部等の収容
定員の範囲内）

管理運営
（教授会等）

学生

教職員

管理運営
（教授会等）

緊密に連係
協力する学部等

A Q.

基
幹
教
員
制
度
や
学
部

等
連
係
課
程
な
ど
、新
た
な

制
度
の
活
用
法
を
知
り
た
い



充
足
」
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
新
設
す
れ
ば
定
員
が
充

足
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
現
実
を
直
視

し
た
い
【
図
表
15
】。

　事
前
調
査
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い

る
取
り
組
み
例
を
【
図
表
16
】
に
挙
げ

た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
高
校
と
の
関

係
構
築
や
、
志
望
度
の
高
い
学
生
に
新

学
部
学
科
の
存
在
を
知
ら
せ
る
手
段
と

し
て
も
、調
査
は
有
用
だ
と
言
え
よ
う
。

      

自
学
の
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
や
地
域
の

特
徴
を
軸
に
し
て
は
ど
う
か
。

　特
色
づ
く
り
の
難
し
さ
を
龍
谷
大
学

の
岡
田
氏
（
P.
17
）
は
こ
う
述
べ
る
。

「
設
置
初
年
度
は
特
色
が
あ
っ
て
も
、

翌
年
度
に
似
た
特
色
を
持
つ
学
部
学
科

が
現
れ
、
時
間
と
と
も
に
独
自
性
が
失

わ
れ
る
例
が
多
い
。Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
系
の
よ

う
な
注
目
を
集
め
る
分
野
は
設
置
が
集

中
す
る
た
め
、
簡
単
で
は
な
い
が
、
他

大
学
が
ま
ね
し
づ
ら
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
要
素
が
必
要
だ
」。

　自
学
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
の
新
規
分

野
に
挑
戦
し
、
リ
ソ
ー
ス
も
な
い
中
で

独
自
の
教
育
を
つ
く
る
の
は
難
度
が
高

い
。
そ
れ
よ
り
は
、
自
学
が
大
切
に
し

て
き
た
価
値
観
や
取
り
組
み
、
地
域
の

特
徴
を
リ
ソ
ー
ス
に
し
て
現
在
や
未
来

の
課
題
解
決
に
資
す
る
教
育
を
組
み
立
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定
員
確
保
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
し
て
複
数
回
実
施
。

　認
可
申
請
も
届
出
も
、「
学
生
の
確

保
の
見
通
し
等
」の
提
出
は
必
須
だ【
図

表
14
】。
２
０
２
５
年
度
開
設
の
大
学
、

学
部
等
の
設
置
審
査
か
ら
同
項
目
の
審

査
基
準
が
厳
し
く
な
り
、
受
験
対
象
者

等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
、
競

合
大
学
の
状
況
、
募
集
活
動
の
内
容
や

そ
の
効
果
の
見
込
み
、
地
域
ニ
ー
ズ
な

ど
を
分
析
し
て
、
定
員
を
確
保
で
き
る

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
【
P.

23
図
表
2
】。「
手
引
」
に
は
審
査
の
観

点
も
明
記
さ
れ
、
調
査
項
目
や
分
析
方

法
の
詳
細
ま
で
載
っ
て
い
る
。

　た
だ
、
こ
の
調
査
分
析
を
、
書
類
作

成
の
た
め
だ
け
に
行
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
。大
学
に
と
っ
て
新
学
部
学
科
は
、

企
業
の
新
商
品
と
同
じ
だ
。
企
業
が
試

作
品
で
消
費
者
調
査
を
行
い
、
改
善
を

施
し
た
り
売
り
方
を
検
討
し
た
り
す
る

の
と
同
様
、
新
学
部
学
科
も
複
数
回
の

事
前
調
査
を
行
い
、
構
想
を
磨
い
て
い

く
こ
と
が
成
功
へ
の
近
道
だ
。

　事
前
調
査
の
結
果
、
定
員
を
満
た
す

ほ
ど
の
入
学
意
向
者
が
見
込
め
な
い
場

合
、
コ
ー
ス
等
、
小
規
模
な
教
育
課
程

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
も
検
討
し
た
い
。
設

置
計
画
履
行
状
況
等
の
調
査
で
、
４
割

弱
の
新
学
部
学
科
が
文
科
省
か
ら
「
未

て
る
ほ
う
が
、
自
学
ら
し
さ
に
つ
な
が

り
、
広
報
上
、
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
伝

え
や
す
い
【
図
表
17
】。
自
学
で
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
も
、
第
三
者
に
は
魅

力
的
に
映
る
例
は
多
い
。

　佐
賀
大
学
は
、佐
賀
県
が
掲
げ
る「
コ

ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」
に
着
目
。
コ
ス

メ
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け

る
研
究
実
績
も
あ
っ
た
た
め
、
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
を
構
想
し

た
。
福
井
県
立
大
学
は
、
県
の
観
光
資

源
に
な
っ
て
い
る
恐
竜
を
一
般
教
育
科

目
等
で
教
育
の
題
材
に
し
て
き
た
が
、

博
物
館
や
発
掘
現
場
に
近
い
利
点
を
活

か
し
学
部
化
。他
の
４
大
学
も
、こ
れ
ま

で
力
を
入
れ
て
き
た
特
徴
あ
る
教
育
な

ど
を
新
学
部
の
基
軸
に
据
え
て
い
る
。

      

開
設
３
〜
４
年
前
に
開
始
。
中
学

生
や
高
１
生
の
段
階
か
ら
認
知
拡
大
を
。

　学
生
募
集
に
つ
い
て
は
認
可
書
到
着

後
、
届
出
後
か
ら
し
か
開
始
が
許
さ
れ

な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
広
報
（
文
科

省
の
表
現
で
は
Ｐ
Ｒ
活
動
）
は
、
直
接

的
な
募
集
活
動
を
せ
ず
、
た
だ
し
書
き

を
付
け
る
な
ど
の
条
件
を
守
れ
ば
、
い

つ
か
ら
で
も
可
能
だ
【
P.
26
図
表
18
】。

学
部
学
科
が
多
数
新
設
さ
れ
る
中
で
、

高
校
生
や
保
護
者
、
高
校
に
認
知
さ
れ

る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
。
広
報
は
早

調
査
を
実
施
し
よ
う
。

　構
想
、
設
計
段
階
で
は
、
検
討
中
の

内
容
が
そ
の
ま
ま
広
報
材
料
に
な
る
た

め
、
設
置
準
備
組
織
内
に
広
報
機
能
を

持
た
せ
る
と
よ
い（
③
）。そ
の
う
え
で
、

自
学
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ

て
広
報
に
臨
も
う
（
④
）。「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
社
会
に
対
す
る
使
命
感
）、
パ
ッ

シ
ョ
ン
（
学
生
の
成
長
に
ど
う
向
き
合

う
の
か
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ど
う

い
う
学
生
と
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
の
か
）
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
広
報

で
訴
え
た
い
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　並
行
し
て
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
も
、「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」
の

Ｑ
＆
Ａ
で
見
た
よ
う
に
、
広
報
活
動
、

高
校
と
の
関
係
構
築
に
役
立
つ（
⑤
⑥
）。

　な
お
、
開
設
直
後
は
ま
だ
認
知
度
が

低
い
た
め
、
広
報
用
の
予
算
は
開
設
前

だ
け
で
な
く
、
で
き
れ
ば
開
設
後
１
〜

２
年
分
も
確
保
し
て
お
き
た
い
（
⑦
）。

      

設
置
計
画
と
の
連
動
、
高
大
連
携
、

総
合
型
選
抜
の
活
用
【
図
表
20
】。

　新
学
部
の
入
試
の
設
計
は
入
試
担
当

の
教
員
や
学
部
に
一
任
し
、
最
後
に
書

類
で
他
の
事
項
と
合
体
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
設
置
・
募
集

計
画
と
入
試
計
画
の
進
行
が
別
で
は
、

欲
し
い
学
生
像
と
入
試
の
内
容
に
齟
齬

が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
。
入
試
制
度

期
ス
タ
ー
ト
が
鉄
則
だ
【
図
表
19
】。

上
記
に
は
、
広
報
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

例
と
掲
載
項
目
を
載
せ
て
い
る
。
佐
賀

大
学
、
京
都
産
業
大
学
は
、
開
設
１
年

５
か
月
前
に
は
発
行
し
て
い
る
。
千
葉

工
業
大
学
は
２
０
２
５
年
新
学
科
開
設

を
２
０
２
４
年
１
月
に
決
定
し
、
約
半

年
で
届
け
出
た
ス
ピ
ー
ド
開
設
。
広
報

期
間
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
出
せ
る
情

報
を
２
回
に
分
け
て
発
信
し
、
高
校
へ

の
認
知
を
図
っ
た
（
P.
36
参
照
）。

　理
想
の
ス
タ
ー
ト
時
期
（
①
）
は
、

初
年
度
入
学
者
が
中
３
、
高
１
の
段
階

（
開
設
の
４
年
ま
た
は
３
年
前
）。
低
年

次
向
け
に
広
報
を
行
い
、
新
学
部
学
科

で
学
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ん
で
い

く
。
遅
く
と
も
、
開
設
の
２
年
半
前
ま

で
に
は
始
め
た
い
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ

る
と
、
初
年
度
入
学
者
に
な
る
学
年
が

文
理
選
択
を
終
え
、
新
学
部
の
魅
力
が

伝
わ
ら
な
い
ま
ま
入
学
可
能
性
の
あ
る

生
徒
を
ご
っ
そ
り
失
う
恐
れ
が
あ
る
た

め
だ
。
特
に
理
系
は
文
系
よ
り
選
択
者

が
少
な
い
。
苦
手
科
目
の
関
係
な
ど
か

ら
安
易
に
文
系
を
選
択
し
て
し
ま
う
前

に
、
自
学
で
の
学
び
の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
段
階
で
は

広
報
材
料
は
限
ら
れ
る
が
、
開
示
可
能

な
情
報
は
速
や
か
に
出
そ
う（
②
）。「
観

測
気
球
」
と
し
て
、
中
高
生
や
社
会
の

反
応
を
う
か
が
う
意
味
合
い
も
あ
る
。

情
報
を
出
し
て
か
ら
の
変
更
は
ほ
ぼ
不

可
能
。
そ
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
含
め
、
申
請
書
類
に
記
載
し
た
設
置

計
画
は
、
合
理
的
な
理
由
な
く
変
更
で

き
な
い
。
特
に
入
試
制
度
の
変
更
は
、

志
願
者
へ
の
十
分
な
周
知
期
間
が
必
要

と
な
る
。
競
合
校
の
入
試
制
度
や
科
目

を
調
べ
、
自
学
の
受
験
者
層
の
特
性
も

考
慮
し
つ
つ
、
学
部
構
想
や
募
集
戦
略

と
連
携
し
て
検
討
し
た
い【
図
表
20
❶
】。

　入
試
担
当
者
は
、
め
ざ
す
教
育
や
人

材
像
を
理
解
し
た
う
え
で
、
高
校
に
も

意
見
を
求
め
た
い
（
❷
）。
例
え
ば
京

都
産
業
大
学
が
開
設
予
定
の
新
学
環

は
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー
（
Ａ

Ｐ
）
に
沿
う
学
生
を
採
れ
る
よ
う
、
高

校
教
員
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
総
合

型
選
抜
を
設
計
し
て
い
る
。Ａ
Ｐ
で
探

究
学
習
に
力
を
入
れ
た
生
徒
を
意
識
し

て
い
る
旨
を
高
校
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
探
究
の
力
が
あ
る
が
面
接
が
苦
手
な

生
徒
の
、
意
欲
や
取
り
組
み
を
評
価
し

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
と
い
う
。
共
に
大
学
教
育
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
参
画
感
や
連

携
感
を
高
校
教
員
が
抱
け
ば
、
学
生
確

保
に
も
よ
い
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　新
学
部
学
科
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

学
生
を
採
る
た
め
に
は
、
入
試
設
計
の

自
由
度
が
高
い
総
合
型
選
抜
を
活
用
し

た
い
（
❸
）。
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
中
高
の

学
習
支
援
等
で
生
徒
の
興
味
や
意
欲
を

高
め
な
が
ら
新
学
部
学
科
の
学
び
を
伝

え
、
入
試
へ
の
動
線
を
引
く
接
続
型
入

試
で
、質
と
数
の
両
面
を
確
保
し
た
い
。

「基幹教員制度」にまつわる誤解や理解不足
　近年、設置された学部や大学院の手続きにおいて、「設置認
可」と「届出」の割合は３：７程度です【図表１】。2019～2021年
度にかけて設置認可申請が多かったのは、専門職大学設置の申
請が多かったため。法令や制度の理解不足などに起因する理由
で、保留件数も多い状況がありました。
　大学設置分科会が審査するのは、教学面です。育てる人材像
から見てＤＰは妥当なのか？ ＣＰやＡＰ、カリキュラムや教員構成、
入試は整合性が取れているかなど、一気通貫が重要です。この点
は、文部科学省が毎年度作成している「手引」に明記されている
ので、しっかりと参照していただければと思います。
　もう一つ、教育機関として安定的に運営するためには、育てる人
材像が、地域や社会が求めるものと一致している裏付けも欠かせ
ません。国の支援策や社会情勢を受けて、ＤＸ・ＧＸをテーマにした
学部を多くの大学が構想中ですが、いかなる分野であっても審査の
観点は変わらず、どんな人材が必要とされているのか、その人材をい
かにして育てるのかを確認します。もちろん、ＤＸ・ＧＸが成長分野で
あることは認識しています。しかし、審査で求めているのは、「成長分
野だからデジタル人材にニーズがある」という抽象的な表現ではな
く、自学が、定員を満たせる根拠です。デジタル人材と言ってもさまざ
まです。本当に募集エリアの地域で必要とされるのか、地域はどん
な人材を求めているのかを吸い上げ、書類に落とし込んでください。
　2022年度の大学設置基準改正によって基幹教員制度が導
入され、「学部教育に責任を負う体制」として定義が明確化されま
した。限られた教員を多方面に登用できる制度であるため、ＤＸの
ように教員不足の分野で新設・改組を行う際は、活用のしがいが
あるでしょう。一方で、実務家教員を集めて、その教員らが教えられ
ることを寄せ集めたものを「カリキュラム」と称しているケース、他に
も、一教員を同一学部内の複数学科で基幹教員にカウントしたり
するなど、制度に対する誤解も多く見られます。法令違反になるこ
ともあるため、改正基準についてしっかり理解を深めてください。
　学際系についても注意が必要です。自学にとっての「学際」の
定義や、カリキュラムでの融合のさせ方、ふさわしい学位などは明
確でしょうか。既存の学問をただ組み合わせただけでは、学生から
すると、自分は何を学んだのかあやふやになります。学生視点で納
得できる解を示してほしいと思います。
　設置後に行う「設置計画履行状況等調査（ＡＣ）」で、2023年
度は385校中63校に大幅な収容定員未充足の状況が見られま
した。ぜひ、「学生確保の見通し」については詳細かつ論理的に
分析していただきたいと思います。例えばあらかじめ地域の高校、

自治体、資格団体と連携して志願者を増やすなど、ニーズを掘り
起こせる余地を感じる例もありました。教員の高齢化も多く指摘さ
れています。教育の持続可能性を考えれば、次世代の教員の確保
が必須です。ぜひ長期的視点で計画を検討していただきたいです。

「ニーズ」「整合性」「質の高い教育環境」の追求を
　新設するうえで、最も大切なのは、教育の幹になる部分です。ま
ずは地域や社会のニーズを把握したうえで、理念の基に育てたい
人材像、授業科目や担当教員を検討し、第三者が見て納得できる
整合性があるかを確認してください。３つのポリシーに沿う仕組み
が備わっているかをチェックするという意味では、自己点検評価と
同じです。一担当者に任せきりにせず、学長が自身の言葉で説明
できるレベルになるよう、組織的に進めてほしいと思います。
　書類の記入者ごとに考えが違ったり、学内の議論が十分でな
かったりすると、例えばＤＰの文言が書類によって異なるといった
不備が発生しやすくなります。整合性という観点から単なる誤字と
見過ごすわけにはいかず、指摘せざるを得ません。
　2040年度に予測される大学進学者数は46万人で、現在の入
学定員の７割強しか埋まりません。中教審特別部会では、設置認
可の厳格化も議論されています。しかし、変化の激しい社会だから
こそ新陳代謝は必要で、新たな大学学部学科を設置する意義は
今後も確実に存在します。社会や地域のニーズにのっとり新しい
発想で行われる質の高い教育に対しては、常に門戸は開いていま
す。日本の“知の総和”の向上のためにも、ニーズがあり、理念があ
り、質の高い教育環境を整えた新しい学部の設置を期待します。

文科省に聞く！

鈴木 宏幸大学教育・入試課
大学設置室長

その計画は人材像に基づいた
一気通貫の整合性があるかどうか？

すずきひろゆき●2003年文部科学省入省。初等中等教育企画課課長補佐、初等中等教育局視学官、
在ブラジル日本国大使館一等書記官、文部科学大臣秘書官などを経て、2024年より現職。

文科省に聞く！
大学設置分科会の視点学校法人分科会の視点

笹原 康平私学部私学行政課
専門官

ささはらこうへい●2006年文部科学省入省。官房政策課、官房総務課、私学助成課総括係長、政策
大学院組織マネジメント課長、高等教育政策室大学院振興専門官などを経て、2023年より現職。

将来にわたって安定的な運営ができるかが焦点
　学校法人分科会は私立学校法に基づき、寄附行為が基準に
適合しているかを審査します。審査の主な焦点は、財政計画と管
理運営面です。私立学校の運営は自己資金によるところが大きい
ため、財政基盤がなければ、学費の急激な値上げや教育の質の
低下を招き、学生に大きな影響を及ぼします。永続的な経営のた
めに、十分な資金（原則、申請時点での現預金）があるのかや、財
務状況や設置計画に係る財務計画の妥当性を確認します。大学
設置分科会とは審査の観点が異なることから、申請等も別に行
い、意見の伝達もそれぞれの分科会から行われます。両方から
「可」の判定とならなければ、設置は認められません。
　近年の課題としては、審査基準の改正後、初めての審査となっ
た「学生の確保の見通し」で、合理性に欠ける説明もあった点で
す。単に記入欄が埋まっていればいいわけではなく、「手引」に示し
たように、募集エリアの人口動態や社会的な需要、競合校の状況
など、将来を見据えての分析が求められています【図表２】。私学は
その収入源の大半は学納金です。定員充足は、設置認可だけで
なく、経営上、非常に重要な事項です。
　まだ、学生確保の見通しに係る審査の観点が変更になって間
もないこともあり、誤解されがちなのが、入学意向に関する説明で
す。「手引」で示した集計結果に基づく第１志望者数を示す必要
はありますが、第１志望者だけで定員を満たすことを求めているわ
けではなく、例えば過去の自学実績で第２志望者の50％、第３志
望者の10％が入学していれば、それらを入学者見込みに加えるこ
とについて、説明することも可能です。また、申請時点では進路が
明確でない高校３年生以外が調査対象であるため、申請以降の

オープンキャンパスで行ったヒアリングデータなどを分析し、必要に
応じて補足説明することも可能です。

設置準備組織だけでなく、法人全体で臨むべき
　近年のＡＣの状況を見ると、マイナス収支と定員未充足の改善
の指摘がめだちます【図表３】。収容定員充足率が0.5倍以下の
学部等がある場合、新たな学部等の新設が認められません。経営
状況が更に悪化する前に、その要因分析や対応策に取り組む必
要があります。現在、大学や学部等を設置する際の寄附行為変
更認可申請時にリスクシナリオの提出を求めていますが、申請時
以外でも、損益分岐点となる学生数の算出、それを下回った際の
財務シミュレーションなどリスクシナリオの検討も行ってほしいと思
います。また、教学監査の未実施など、ガバナンス面の指摘も少な
くありません。2025年度から改正私学法が施行されるため、監事
の役割などを含め、ガバナンスもいま一度、見直してみてください。
　学部等の新設が経営を悪化させている例もあります。中教審特
別部会では、設置認可の厳格化も議論されており、学校法人分科
会の審査についても具体な検討がされる予定です。一方、同特別
部会では再編・統合についての議論もされており、例えば、定員未
充足の状況にある大学等を統合した場合のペナルティ措置を緩
和するための制度改善についての検討についても言及がされてお
り、今後それらについても検討する予定です。
　新設・改組を前向きな力にするには、構成員が自法人の状況を
客観的に認識し、法人全体で方向性を一つにすることが大切で
す。安定した財政基盤がなければ、安定した教育はできません。設
置認可を目的とするのではなく、その後の法人運営を想定して新
設の計画に臨んでください。
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※（ ）は大学新設（大学院大学、短期大学、専門職大学、専門職短期大学、高等専門学校含む）の件数
＊文部科学省提供資料より

【図表1】近年の設置認可・届出の推移
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競合校の
設定・分析

●競合校設定に関する分析内容（新設組織との類似性、誰に訴求
するか等）を具体的な観点を示した上で、説明すること。
●競合校との類似性や新設組織の優位性等について説明すること。

＊文部科学省「学生確保の見通しに関する審査【令和７年度開設審査からの変更点】」

※2025年開設以降
（2023年10月申請以降）

【図表2】学生確保の見通しに関する審査で
申請者が説明する内容（概要） 

●学生募集のためのＰＲ活動について、既設の組織で取り組んでいる
場合はその実績を分析させ、新設組織で同様の取組を実施した場合
に見込まれる入学者数を提示すること。

●説明項目及び内容を整理し、順序を改めること。
●最低限求めるデータを明示するとともに、その書式を統一すること。
（例）新設組織が置かれる都道府県への入学状況
　　既設学科等の入学定員充足状況（直近５年間）
　　既設学科等の学生募集のためのＰＲ活動の過去の実績 等

学生確保の
取組の効果

入学意向に
関する
アンケート調査
（主に高校２年生
を対象）

その他

●学校基本調査等のデータを用いて、どの都道府県からどの程度の大学等
進学者が見込まれるか分析の上、学生募集地域の妥当性を説明すること。
●アンケートにおいて５つの設問（①進路希望、②設置者、③興味の
ある学問分野、④受験意向、⑤入学意向）及び選択肢を指定し、それ
らのクロス集計結果による分析を行い、その結果を説明すること。

多様な観点の分析による学生確保の見通しと
適切な財務計画やリスクシナリオが検討されているか？

＊文部科学省「大学等設置等に係る寄附行為（変更）認可後の財政状況及び
施設等整備状況調査結果」（２０１９～2023年）

【図表3】ＡＣで指摘が付された法人

緑は経常的な収支が継続してマイナス（赤
字）となっていることから、収支の改善を図
り、経営基盤の安定を求める指摘が付され
た法人
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緑は入学定員の未充足（0.7倍未満）の学
科※について、健全な法人経営の観点から
改善等を求める指摘が付された法人
※新設学科だけではなく、既設の学科も対象
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特集  新設・改組のこれから

充
足
」
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
新
設
す
れ
ば
定
員
が
充

足
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
現
実
を
直
視

し
た
い
【
図
表
15
】。

　事
前
調
査
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い

る
取
り
組
み
例
を
【
図
表
16
】
に
挙
げ

た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
高
校
と
の
関

係
構
築
や
、
志
望
度
の
高
い
学
生
に
新

学
部
学
科
の
存
在
を
知
ら
せ
る
手
段
と

し
て
も
、調
査
は
有
用
だ
と
言
え
よ
う
。

      

自
学
の
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
や
地
域
の

特
徴
を
軸
に
し
て
は
ど
う
か
。

　特
色
づ
く
り
の
難
し
さ
を
龍
谷
大
学

の
岡
田
氏
（
P.
17
）
は
こ
う
述
べ
る
。

「
設
置
初
年
度
は
特
色
が
あ
っ
て
も
、

翌
年
度
に
似
た
特
色
を
持
つ
学
部
学
科

が
現
れ
、
時
間
と
と
も
に
独
自
性
が
失

わ
れ
る
例
が
多
い
。Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
系
の
よ

う
な
注
目
を
集
め
る
分
野
は
設
置
が
集

中
す
る
た
め
、
簡
単
で
は
な
い
が
、
他

大
学
が
ま
ね
し
づ
ら
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
要
素
が
必
要
だ
」。

　自
学
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
の
新
規
分

野
に
挑
戦
し
、
リ
ソ
ー
ス
も
な
い
中
で

独
自
の
教
育
を
つ
く
る
の
は
難
度
が
高

い
。
そ
れ
よ
り
は
、
自
学
が
大
切
に
し

て
き
た
価
値
観
や
取
り
組
み
、
地
域
の

特
徴
を
リ
ソ
ー
ス
に
し
て
現
在
や
未
来

の
課
題
解
決
に
資
す
る
教
育
を
組
み
立
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定
員
確
保
に
向
け
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
し
て
複
数
回
実
施
。

　認
可
申
請
も
届
出
も
、「
学
生
の
確

保
の
見
通
し
等
」の
提
出
は
必
須
だ【
図

表
14
】。
２
０
２
５
年
度
開
設
の
大
学
、

学
部
等
の
設
置
審
査
か
ら
同
項
目
の
審

査
基
準
が
厳
し
く
な
り
、
受
験
対
象
者

等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
、
競

合
大
学
の
状
況
、
募
集
活
動
の
内
容
や

そ
の
効
果
の
見
込
み
、
地
域
ニ
ー
ズ
な

ど
を
分
析
し
て
、
定
員
を
確
保
で
き
る

こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
【
P.

23
図
表
2
】。「
手
引
」
に
は
審
査
の
観

点
も
明
記
さ
れ
、
調
査
項
目
や
分
析
方

法
の
詳
細
ま
で
載
っ
て
い
る
。

　た
だ
、
こ
の
調
査
分
析
を
、
書
類
作

成
の
た
め
だ
け
に
行
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
。大
学
に
と
っ
て
新
学
部
学
科
は
、

企
業
の
新
商
品
と
同
じ
だ
。
企
業
が
試

作
品
で
消
費
者
調
査
を
行
い
、
改
善
を

施
し
た
り
売
り
方
を
検
討
し
た
り
す
る

の
と
同
様
、
新
学
部
学
科
も
複
数
回
の

事
前
調
査
を
行
い
、
構
想
を
磨
い
て
い

く
こ
と
が
成
功
へ
の
近
道
だ
。

　事
前
調
査
の
結
果
、
定
員
を
満
た
す

ほ
ど
の
入
学
意
向
者
が
見
込
め
な
い
場

合
、
コ
ー
ス
等
、
小
規
模
な
教
育
課
程

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
も
検
討
し
た
い
。
設

置
計
画
履
行
状
況
等
の
調
査
で
、
４
割

弱
の
新
学
部
学
科
が
文
科
省
か
ら
「
未

て
る
ほ
う
が
、
自
学
ら
し
さ
に
つ
な
が

り
、
広
報
上
、
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て
伝

え
や
す
い
【
図
表
17
】。
自
学
で
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
も
、
第
三
者
に
は
魅

力
的
に
映
る
例
は
多
い
。

　佐
賀
大
学
は
、佐
賀
県
が
掲
げ
る「
コ

ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」
に
着
目
。
コ
ス

メ
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け

る
研
究
実
績
も
あ
っ
た
た
め
、
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
を
構
想
し

た
。
福
井
県
立
大
学
は
、
県
の
観
光
資

源
に
な
っ
て
い
る
恐
竜
を
一
般
教
育
科

目
等
で
教
育
の
題
材
に
し
て
き
た
が
、

博
物
館
や
発
掘
現
場
に
近
い
利
点
を
活

か
し
学
部
化
。他
の
４
大
学
も
、こ
れ
ま

で
力
を
入
れ
て
き
た
特
徴
あ
る
教
育
な

ど
を
新
学
部
の
基
軸
に
据
え
て
い
る
。

      

開
設
３
〜
４
年
前
に
開
始
。
中
学

生
や
高
１
生
の
段
階
か
ら
認
知
拡
大
を
。

　学
生
募
集
に
つ
い
て
は
認
可
書
到
着

後
、
届
出
後
か
ら
し
か
開
始
が
許
さ
れ

な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
広
報
（
文
科

省
の
表
現
で
は
Ｐ
Ｒ
活
動
）
は
、
直
接

的
な
募
集
活
動
を
せ
ず
、
た
だ
し
書
き

を
付
け
る
な
ど
の
条
件
を
守
れ
ば
、
い

つ
か
ら
で
も
可
能
だ
【
P.
26
図
表
18
】。

学
部
学
科
が
多
数
新
設
さ
れ
る
中
で
、

高
校
生
や
保
護
者
、
高
校
に
認
知
さ
れ

る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
。
広
報
は
早

調
査
を
実
施
し
よ
う
。

　構
想
、
設
計
段
階
で
は
、
検
討
中
の

内
容
が
そ
の
ま
ま
広
報
材
料
に
な
る
た

め
、
設
置
準
備
組
織
内
に
広
報
機
能
を

持
た
せ
る
と
よ
い（
③
）。そ
の
う
え
で
、

自
学
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ

て
広
報
に
臨
も
う
（
④
）。「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
社
会
に
対
す
る
使
命
感
）、
パ
ッ

シ
ョ
ン
（
学
生
の
成
長
に
ど
う
向
き
合

う
の
か
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ど
う

い
う
学
生
と
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
の
か
）
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
広
報

で
訴
え
た
い
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　並
行
し
て
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
も
、「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」
の

Ｑ
＆
Ａ
で
見
た
よ
う
に
、
広
報
活
動
、

高
校
と
の
関
係
構
築
に
役
立
つ（
⑤
⑥
）。

　な
お
、
開
設
直
後
は
ま
だ
認
知
度
が

低
い
た
め
、
広
報
用
の
予
算
は
開
設
前

だ
け
で
な
く
、
で
き
れ
ば
開
設
後
１
〜

２
年
分
も
確
保
し
て
お
き
た
い
（
⑦
）。

      

設
置
計
画
と
の
連
動
、
高
大
連
携
、

総
合
型
選
抜
の
活
用
【
図
表
20
】。

　新
学
部
の
入
試
の
設
計
は
入
試
担
当

の
教
員
や
学
部
に
一
任
し
、
最
後
に
書

類
で
他
の
事
項
と
合
体
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
設
置
・
募
集

計
画
と
入
試
計
画
の
進
行
が
別
で
は
、

欲
し
い
学
生
像
と
入
試
の
内
容
に
齟
齬

が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
。
入
試
制
度

期
ス
タ
ー
ト
が
鉄
則
だ
【
図
表
19
】。

上
記
に
は
、
広
報
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

例
と
掲
載
項
目
を
載
せ
て
い
る
。
佐
賀

大
学
、
京
都
産
業
大
学
は
、
開
設
１
年

５
か
月
前
に
は
発
行
し
て
い
る
。
千
葉

工
業
大
学
は
２
０
２
５
年
新
学
科
開
設

を
２
０
２
４
年
１
月
に
決
定
し
、
約
半

年
で
届
け
出
た
ス
ピ
ー
ド
開
設
。
広
報

期
間
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
出
せ
る
情

報
を
２
回
に
分
け
て
発
信
し
、
高
校
へ

の
認
知
を
図
っ
た
（
P.
36
参
照
）。

　理
想
の
ス
タ
ー
ト
時
期
（
①
）
は
、

初
年
度
入
学
者
が
中
３
、
高
１
の
段
階

（
開
設
の
４
年
ま
た
は
３
年
前
）。
低
年

次
向
け
に
広
報
を
行
い
、
新
学
部
学
科

で
学
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ん
で
い

く
。
遅
く
と
も
、
開
設
の
２
年
半
前
ま

で
に
は
始
め
た
い
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ

る
と
、
初
年
度
入
学
者
に
な
る
学
年
が

文
理
選
択
を
終
え
、
新
学
部
の
魅
力
が

伝
わ
ら
な
い
ま
ま
入
学
可
能
性
の
あ
る

生
徒
を
ご
っ
そ
り
失
う
恐
れ
が
あ
る
た

め
だ
。
特
に
理
系
は
文
系
よ
り
選
択
者

が
少
な
い
。
苦
手
科
目
の
関
係
な
ど
か

ら
安
易
に
文
系
を
選
択
し
て
し
ま
う
前

に
、
自
学
で
の
学
び
の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
段
階
で
は

広
報
材
料
は
限
ら
れ
る
が
、
開
示
可
能

な
情
報
は
速
や
か
に
出
そ
う（
②
）。「
観

測
気
球
」
と
し
て
、
中
高
生
や
社
会
の

反
応
を
う
か
が
う
意
味
合
い
も
あ
る
。

情
報
を
出
し
て
か
ら
の
変
更
は
ほ
ぼ
不

可
能
。
そ
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
含
め
、
申
請
書
類
に
記
載
し
た
設
置

計
画
は
、
合
理
的
な
理
由
な
く
変
更
で

き
な
い
。
特
に
入
試
制
度
の
変
更
は
、

志
願
者
へ
の
十
分
な
周
知
期
間
が
必
要

と
な
る
。
競
合
校
の
入
試
制
度
や
科
目

を
調
べ
、
自
学
の
受
験
者
層
の
特
性
も

考
慮
し
つ
つ
、
学
部
構
想
や
募
集
戦
略

と
連
携
し
て
検
討
し
た
い【
図
表
20
❶
】。

　入
試
担
当
者
は
、
め
ざ
す
教
育
や
人

材
像
を
理
解
し
た
う
え
で
、
高
校
に
も

意
見
を
求
め
た
い
（
❷
）。
例
え
ば
京

都
産
業
大
学
が
開
設
予
定
の
新
学
環

は
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー
（
Ａ

Ｐ
）
に
沿
う
学
生
を
採
れ
る
よ
う
、
高

校
教
員
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
総
合

型
選
抜
を
設
計
し
て
い
る
。Ａ
Ｐ
で
探

究
学
習
に
力
を
入
れ
た
生
徒
を
意
識
し

て
い
る
旨
を
高
校
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
探
究
の
力
が
あ
る
が
面
接
が
苦
手
な

生
徒
の
、
意
欲
や
取
り
組
み
を
評
価
し

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
と
い
う
。
共
に
大
学
教
育
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
参
画
感
や
連

携
感
を
高
校
教
員
が
抱
け
ば
、
学
生
確

保
に
も
よ
い
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　新
学
部
学
科
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

学
生
を
採
る
た
め
に
は
、
入
試
設
計
の

自
由
度
が
高
い
総
合
型
選
抜
を
活
用
し

た
い
（
❸
）。
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
中
高
の

学
習
支
援
等
で
生
徒
の
興
味
や
意
欲
を

高
め
な
が
ら
新
学
部
学
科
の
学
び
を
伝

え
、
入
試
へ
の
動
線
を
引
く
接
続
型
入

試
で
、質
と
数
の
両
面
を
確
保
し
た
い
。

新
設
の
学
生
募
集

A Q.

学
生
の
確
保
の
見
通
し

調
査
に
ど
う
取
り
組
む
？

A Q.

教
育
の
特
色
を
い
か
に

し
て
つ
く
る
か
？

A Q.

効
果
的
な
新
設
広
報
の

あ
り
方
は
？

調査のためにも広報活動は必要
▶調査に当たっては、調査対象に対して新設・改組に関する十分な説明を行うことが重
要。その一環としても、効果的な広報活動は必須。2024年11月には新学環を紹介する
イベントを開催、全国から100人を超える来場者に加え、オンラインでの参加者もいた。

高校向けアンケートやヒアリングは２段階に分けて丁寧に実施
▶多くの大学が新設用の高校向けアンケートを実施しているため、高校現場は疲弊してい
る現状。そこで、届出用の調査とは別に、指定校中心に、２段階に分けて丁寧に訪問。そ
の際、持参するパンフレットは、１回目は概要、２回目はその後決まった詳細をまとめたものを
段階別に作成。九州や北海道など、半導体や宇宙関連産業があるエリアも開拓した。

高校のリアルを知り、高大を接続できる入試を設計
▶調査を申請に用いるだけでなく、それを活用し、受験生のニーズを広く集めることが
重要。実施時期を、高校の進路指導の時期に合わせることもポイント。
▶新学環は、熱望する学生に入学してほしいため、構想に合致しそうな探究学習に注
力している高校の情報を集め、独自にネットワークを開拓。担当教員を訪ねて生徒の
様子を聞くなど、高校や高校生のリアルを知る活動を行っている。高校教員にも、新
学環に合う生徒像をイメージしてもらえる。
▶入試についても高校の意見を聞き、入試制度の設計に生かしている。これからは高
校と大学の教育が途切れないアドミッションを実現していくことも重要ではないか。
▶高校教員の理解と共感が得られれば、ニーズ調査もうまく進みやすい。

早期実施、オープンキャンパスでのアンケートも効果的
▶入学意向調査の要件を満たすためには、相当数のアンケートを実施する必要があり、
かつ多くの大学も実施するため、本学が依頼した時点ですでにいくつかの依頼を受けて
いる高校から断られるケースも。できるだけ早期に準備・実施することが望ましい。
▶オープンキャンパス等の大学独自イベントでのアンケート実施は、そもそも志望度の
高い受験生を対象にするため、有効な回答を得やすく、お勧め。

その他1%

【図表15】設置計画履行状況等調査
（2023年度）における指摘事項  

【図表16】「学生確保の見通し」に対する考えや取り組み例 

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

【図表17】自学・地域ならではのリソースを新学部の特色に生かすケース 
自学・地域ならではのリソース

＊文部科学省「設置計画履行状況等調査の結果に
ついて（令和５年度）」をBetween編集部にて加工  

一拠点総合大学を生かし、複数の学部の教育資源を結集して
アイデアをビジネスにすることを学ぶアントレプレナーシップ学環

新学部

佐賀大学

神戸の地域連携プラットフォームを活用した
地域ニーズに即した情報学部

博物館と一体化した教育・研究を行う恐竜学部

人文学系と自然科学系の両面にわたる
文理複眼的な思考で学ぶ国際共創学部

・佐賀県が化粧品関連企業の集積地で化粧品産業の振興を図っている
・化粧品分野をテーマとした共同研究講座の実績

福井県立大学

成蹊大学

佐賀大学

甲南大学

千葉工業
大学

京都産業
大学

甲南大学

複数言語運用力・ダブル留学が必須のグローバル教養学環

佐賀県や地域の化粧品業界と連携するコスメティックサイエンス学環

京都産業大学

関西国際大学

収容定員
未充足の改善
26%

収容定員充足率
が著しく低い

13%既設
学科等の
収容定員
未充足の改善
12%

収容定員
超過の改善
19%

既設学科等の
収容定員
超過の改善 6%

退職年齢
を超える専任
教員の割合が
高い 14%

専任教員数の
減少 5%

多くの専任教員が
就任辞退又は辞任 5%

・アントレプレナーシップは、支持母体もない中、将来の社会のための総合大
学設立の構想を描き、実現に向けて奔走した創設者に代表される伝統
・全学部を一つのキャンパスに集約する「一拠点総合大学」
・「アントレプレナー育成プログラム」の実績、起業家等とのネットワーク

・神戸市との連携
・工学の学位分野を持つ神戸山手学園との合併

・学部を問わず全ての学生がグローバル教育を受けられる
「融合型グローバル教育」を推進。多様な提携校、留学制度がある

・世界的に有名な県立恐竜博物館がある

・創立当初から環境教育・国際教育に取り組む

 1 申請書・届出書
 2 目次（※紙媒体で提出する場合のみ）
 3 基本計画書
 4 設置前後の学位
 5 基礎となる学部等の改編状況
 6 教育課程等の概要
 7 授業科目の概要
 8 シラバス（授業計画）
 9 ２以上の校地ごとの状況
10 ２以上の校地での教員勤務状況
11 校地校舎図面
12 学則
13 教授会規程
14 意思決定書
15 設置／開設／学則変更の趣旨等
16 学生の確保の見通し等
17 教育委員会調整内容
18 名簿（学長又は校長）
19 個人調書（学長又は校長）
20 名簿（教員）
21 教員年齢構成
22 実務家教員一覧
23 個人調書（教員）
24 薬学実習概要
25 教育課程連携協議会
26 連携協力校等概要
27 通信方法説明書
提出部数

―
○
○

―
△（専任教員一覧のみ）

―

28 収容定員の充足状況
29 審査対象教員一覧、専任教員一覧
30 設置構想審査資料

○：提出が必要　△：条件により一部又は全部の提出が必要　－：提出不要

※１正式名称等が適宜省略されている  ※２私立大学に限る  ※３「15 学則変更の趣旨等」の添付資料として作成
＊文部科学省「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和８年度開設用）」をBetween編集部にて加工、一部の注は省略

収容定員増加・変更※２

【図表14】認可申請・届出に必要な書類

認可申請
手続の種類

資料の呼称※１ 届出 認可申請 届出 認可申請（増加） 届出（変更）

別途提出する書類

大学新設
認可申請

学部等設置

○
○
―

○
―
―

―
△（専任教員一覧のみ）

―

○
○
―

―
―
―

通信教育開設

○
△
○
―
―
○
○
△
△
△
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
△
○
△
△
△
△
1

○
△
○
―
―
○
○
△
△
△
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
△
○
△
△
△
△
1

○
△
○
―
―
○
○
△
―
―
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
△
○
△
―
―
○
1

○
△
○
―
―
※３

―
―
△
△
○
○
―
○
○
○
―
○
―
―
―
―
―
―
―
―
△
1

○
△
○
○
○
○
○
―
△
△
○
○
○
○
○
○
△
○
―
○
○
△
―
△
△
△
△
1

○
△
○
○
○
○
○
―
―
―
○
○
○
○
○
○
―
○
―
○
―
△
―
△
―
―
△
1

○
△
○
―
―
―
―
―
△
△
○
○
―
○
○
○
―
○
―
―
―
―
―
―
―
―
△
1



特集  新設・改組のこれから

「認可書の到着後」から可能
※ただし定員増学科の定員増加前、定員減学科の定員減
後の定員に基づく学生募集は、「認可書の到着前」でも可能

＊文部科学省資料を基にBetween編集部にてまとめ 

【図表18】ＰＲ（広報）活動と学生募集のルールまとめ 

申請・届出の種類

大学学部等の設置認可申請

佐賀大学
広報リーフレット

京都産業大学
広報リーフレット

いつからでも可能
※ただし、学部・学科の
名称、教育内容、募集
人員、募集開始時期、
入試方法等を掲載する
関係書類やＨＰに「設
置計画は現在認可申請
中（設置構想中 等）」で
あること、及び「設置計
画は予定であり、内容に
変更があり得る」ことを
大きく明確に記載するこ
と（動画では常時明示）

学生募集（募集要項配布、出願受付、
入試の実施、指定校推薦の調整・登録、模試など） ＰＲ活動 

収容定員変更、名称変更、
その他学則変更の届出

事前相談に諮っていない届出

私立大学の収容定員の
総数の増加に係る
学則変更の認可申請

事前相談に諮って
可とされた届出

「認可書の到着後」から可能

「届出と同時」に可能

原則「届出後60日経過後（60日以内に文科省
HPで公表した場合はHP公表後）」から可能

「届出と同時」に可能
※設置者変更に伴う名称変更の場合は、「設置者変
更の認可書到着後」「名称変更の届出後」から可能

■新設概要
名称／開設時期／
入学定員／学費

■教育
社会の人材ニーズ／
育てる人材像／カリキュ
ラム／学びの特色・解説
／科目紹介／教員紹介

■キャリア
取得可能な資格／
卒業後の職業例

■その他
キャンパス紹介／住所

掲載項目

発行 2024年11月
（開設1年５か月前）

■新設概要
名称／開設時期／
入学定員／学費／AP

■教育
社会の人材ニーズ／
育てる人材像／カリキュ
ラム／学びの特色・解
説／科目の紹介

■キャリア
取得可能な資格／卒業
後の就職業界・職業例／
化粧品関連就職実績企業例

■その他
アクセス／類似の
他大学学部学科

掲載項目

発行 2024年11月
（開設1年５か月前）

千葉工業大学
広報リーフレット②

■新設概要
名称／開設時期／AP

■教育・研究
社会の人材ニーズ／各分野
・業界の動向／育てる人材
像／カリキュラム／学びの
特色・解説／科目紹介／
教員紹介／研究紹介

■キャリア
卒業後の就職業界・職業
例／取得可能な資格

■その他
アクセス／大学の取り組み
ニュース／Q&A

掲載項目

発行 2024年6月末
（開設8か月前）

千葉工業大学
広報リーフレット①

■新設概要
名称／開設時期／入学
定員／4年間の学費詳細
／AP

■教育
社会の人材ニーズ／育て
る人材像／4年間の学び
のステップ／学びの特色

■キャリア
卒業後の
就職業界・職業例

■その他
アクセス／類似の他大学
学部学科の入学定員と
学費

掲載項目

発行 2024年4月末
（開設10か月前）

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

【図表19】これからの新設広報７つのポイント 

【図表20】これからの新設入試設計３つのポイント 

①早期開始・低学年への
   告知

遅くとも開設の２年半前＝生徒の文理選択前
新学部の認知には時間がかかる。競争の激化や、年内入試の受験者増をふまえると、文科省の広報上のルールを順
守したうえで、可能なら、開設の４年ないし３年前（＝開設時に入学する生徒が中３、高１）から。早期、低学年から始め、
認知やイメージの浸透が図れるとベスト。遅くとも文理選択前、２年前のオープンキャンパスに間に合うよう広報しよう。

段階的、継続的に情報を出していく
全部固まっていないから広報できない、ではなく、その時点で出せる材料を段階的に出していく。それにより、中高生
や社会から得られる反応を、新学部の構想や学生募集に生かすこともできる。

広報計画の共有とタスク管理を
設置に向けての準備は部署ごとに進めるより、部署横断のタスクフォースをつくり、その中で入試広報にも取り組ん
だほうが、広報計画にも連動したタスク管理、早期からの段階的な広報活動がしやすい。

「その大学ならでは」があるかどうか
なぜその学部をつくるのか、それによりどんないいことがあるのかという自学ならではのストーリー化が、ターゲットの高校生や高
校の共感を得て、入学後の姿をイメージしてもらうために重要。「〇〇学部ができる」ことそのものだけでは、共感は得られない。

広報活動の中に入学意向調査も組み込む
入学意向調査は、新学部の実質的な周知活動にもなる。申請作業は申請作業、広報は広報と別々に動くのではな
く、広報活動の計画にうまく組み込んで活用したい。オープンキャンパスなどのイベントを活用した調査もお勧め。そ
のためにも２年前のオープンキャンパス前から広報活動をしたい。

受験を勧める生徒をイメージしてもらえるように
高校には多くの大学から学生確保の見通しのための調査依頼が殺到する。調査を断る高校もある状況の中、高校
とのコミュニケーションは丁寧にしたい。構想を話すことでふさわしい生徒をイメージしてもらいやすくなり、入試につ
いても意見を聞くことで、最適な入試設計に役立つ。

開設前後で段階的な予算配分を
新学部が高校生や高校に浸透するには時間がかかり、開設後に新設広報をしないと、入学者の理解不足などにより、質や
量が１年目と２年目以降で差が出るケースもある。可能なら、３、４年前＋開設年度＋１年の広報予算を確保し、開設前年度
を最大に、前々年度は７割、それ以外は３～５割程度の予算配分で広報することで、じっくりと知名度を上げていきたい。

容易に変更できないことを念頭に置いた現実的な設計を
設置準備と入試の設計、募集計画は、別々に進めて最終的に書類上合体するのではなく、お互い連携して進めること
で実効性のある学生募集ができる。仮に、あまりに理想を追い求めた受験科目を設定した入試計画で申請し、結果的に
志願者が集まらなくても、４年間は十分な周知期間を要するため容易に変更できない。自学の現実も考慮した設計を。

高校のリアルな声を取り入れ反映
入試の設計は、学内の教員だけで決めるのではなく、高校教員にぜひ意見を聞きたい。新学部に合いそうな生徒像
にふさわしい入試はどのような入試か、意見を参考にすることで、望ましい学生を確保しやすくなる。

自由度の高い総合型は工夫の余地あり
一般選抜はカスタマイズの限界があるが、総合型は手間はかかるものの、やり方次第で意欲の高い学生を確保できる可能
性大。探究など高校での学びや活動をふまえた「接続型入試」がお勧め。そのためにも高校と積極的にコミュニケーションを。

❷高大連携で入試を設計

⑤調査も広報

⑥高校との丁寧な連携

③設置準備に
　広報計画も入れ込む

②その時点で出せる
　内容は出す

④共感を得るための
　自学ならではのストーリー

⑦入学者の質と量を
決める開設後の広報

❸総合型選抜の
上手な活用

❶設置計画と入試の設計、
募集戦略は
一気通貫で進める
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調
査
を
実
施
し
よ
う
。

　構
想
、
設
計
段
階
で
は
、
検
討
中
の

内
容
が
そ
の
ま
ま
広
報
材
料
に
な
る
た

め
、
設
置
準
備
組
織
内
に
広
報
機
能
を

持
た
せ
る
と
よ
い（
③
）。そ
の
う
え
で
、

自
学
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ

て
広
報
に
臨
も
う
（
④
）。「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
社
会
に
対
す
る
使
命
感
）、
パ
ッ

シ
ョ
ン
（
学
生
の
成
長
に
ど
う
向
き
合

う
の
か
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ど
う

い
う
学
生
と
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
の
か
）
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
広
報

で
訴
え
た
い
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　並
行
し
て
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
も
、「
学
生
確
保
の
見
通
し
調
査
」
の

Ｑ
＆
Ａ
で
見
た
よ
う
に
、
広
報
活
動
、

高
校
と
の
関
係
構
築
に
役
立
つ（
⑤
⑥
）。

　な
お
、
開
設
直
後
は
ま
だ
認
知
度
が

低
い
た
め
、
広
報
用
の
予
算
は
開
設
前

だ
け
で
な
く
、
で
き
れ
ば
開
設
後
１
〜

２
年
分
も
確
保
し
て
お
き
た
い
（
⑦
）。

      

設
置
計
画
と
の
連
動
、
高
大
連
携
、

総
合
型
選
抜
の
活
用
【
図
表
20202
】。

　新
学
部
の
入
試
の
設
計
は
入
試
担
当

の
教
員
や
学
部
に
一
任
し
、
最
後
に
書

類
で
他
の
事
項
と
合
体
さ
せ
る
大
学
も

あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
設
置
・
募
集

計
画
と
入
試
計
画
の
進
行
が
別
で
は
、

欲
し
い
学
生
像
と
入
試
の
内
容
に
齟
齬

が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
。
入
試
制
度

期
ス
タ
ー
ト
が
鉄
則
だ
【
図
表
19
】。

上
記
に
は
、
広
報
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

例
と
掲
載
項
目
を
載
せ
て
い
る
。
佐
賀

大
学
、
京
都
産
業
大
学
は
、
開
設
１
年

５
か
月
前
に
は
発
行
し
て
い
る
。
千
葉

工
業
大
学
は
２
０
２
５
年
新
学
科
開
設

を
２
０
２
４
年
１
月
に
決
定
し
、
約
半

年
で
届
け
出
た
ス
ピ
ー
ド
開
設
。
広
報

期
間
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
出
せ
る
情

報
を
２
回
に
分
け
て
発
信
し
、
高
校
へ

の
認
知
を
図
っ
た
（
P.
36
参
照
）。

　理
想
の
ス
タ
ー
ト
時
期
（
①
）
は
、

初
年
度
入
学
者
が
中
３
、
高
１
の
段
階

（
開
設
の
４
年
ま
た
は
３
年
前
）。
低
年

次
向
け
に
広
報
を
行
い
、
新
学
部
学
科

で
学
ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ん
で
い

く
。
遅
く
と
も
、
開
設
の
２
年
半
前
ま

で
に
は
始
め
た
い
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ

る
と
、
初
年
度
入
学
者
に
な
る
学
年
が

文
理
選
択
を
終
え
、
新
学
部
の
魅
力
が

伝
わ
ら
な
い
ま
ま
入
学
可
能
性
の
あ
る

生
徒
を
ご
っ
そ
り
失
う
恐
れ
が
あ
る
た

め
だ
。
特
に
理
系
は
文
系
よ
り
選
択
者

が
少
な
い
。
苦
手
科
目
の
関
係
な
ど
か

ら
安
易
に
文
系
を
選
択
し
て
し
ま
う
前

に
、
自
学
で
の
学
び
の
魅
力
を
し
っ
か

り
伝
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
段
階
で
は

広
報
材
料
は
限
ら
れ
る
が
、
開
示
可
能

な
情
報
は
速
や
か
に
出
そ
う（
②
）。「
観

測
気
球
」
と
し
て
、
中
高
生
や
社
会
の

反
応
を
う
か
が
う
意
味
合
い
も
あ
る
。

情
報
を
出
し
て
か
ら
の
変
更
は
ほ
ぼ
不

可
能
。
そ
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
含
め
、
申
請
書
類
に
記
載
し
た
設
置

計
画
は
、
合
理
的
な
理
由
な
く
変
更
で

き
な
い
。
特
に
入
試
制
度
の
変
更
は
、

志
願
者
へ
の
十
分
な
周
知
期
間
が
必
要

と
な
る
。
競
合
校
の
入
試
制
度
や
科
目

を
調
べ
、
自
学
の
受
験
者
層
の
特
性
も

考
慮
し
つ
つ
、
学
部
構
想
や
募
集
戦
略

と
連
携
し
て
検
討
し
た
い【
図
表
20202
❶
】
❶
】
❶
。

　入
試
担
当
者
は
、
め
ざ
す
教
育
や
人

材
像
を
理
解
し
た
う
え
で
、
高
校
に
も

意
見
を
求
め
た
い
（
❷
）。
例
え
ば
京

都
産
業
大
学
が
開
設
予
定
の
新
学
環

は
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ポ
リ
シ
ー
（
Ａ

Ｐ
）
に
沿
う
学
生
を
採
れ
る
よ
う
、
高

校
教
員
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
総
合

型
選
抜
を
設
計
し
て
い
る
。Ａ
Ｐ
で
探

究
学
習
に
力
を
入
れ
た
生
徒
を
意
識
し

て
い
る
旨
を
高
校
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
探
究
の
力
が
あ
る
が
面
接
が
苦
手
な

生
徒
の
、
意
欲
や
取
り
組
み
を
評
価
し

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
と
い
う
。
共
に
大
学
教
育
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
参
画
感
や
連

携
感
を
高
校
教
員
が
抱
け
ば
、
学
生
確

保
に
も
よ
い
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　新
学
部
学
科
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
う

学
生
を
採
る
た
め
に
は
、
入
試
設
計
の

自
由
度
が
高
い
総
合
型
選
抜
を
活
用
し

た
い
（
❸
）。
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
中
高
の

学
習
支
援
等
で
生
徒
の
興
味
や
意
欲
を

高
め
な
が
ら
新
学
部
学
科
の
学
び
を
伝

え
、
入
試
へ
の
動
線
を
引
く
接
続
型
入

試
で
、質
と
数
の
両
面
を
確
保
し
た
い
。

      A Q.

入
試
設
計
の
要
点
は
？

そ

ご

欲
し
い
学
生
像
と
入
試
の
内
容
に
齟
齬

そ

ご

欲
し
い
学
生
像
と
入
試
の
内
容
に
齟
齬
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